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本
紙
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
は
今
週
号
か
ら
国

立
国
会
図
書
館
︵
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１

丁
目
10-

１
番
地
︶
に
所
蔵
さ
れ
、
国
会
議
員

や
利
用
者
が
自
由
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
は
、
海
外

で
発
行
さ
れ
て
い
る
日
系
新
聞
の
記
録
と
し

て
、
同
館
の
他
の
蔵
書
と
同
様
、
後
世
ま
で
大

切
に
保
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
国
立
国

会
図
書
館
は
、日
本
の
国
会
議
員
の
調
査
研
究
、

行
政
、
な
ら
び
に
日
本
国
民
の
た
め
に
奉
仕
す

る
図
書
館
と
し
て
１
９
４
８
年
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
納
本
制
度
に
基
づ
い
て
、
日
本
国
内
で

出
版
さ
れ
た
す
べ
て
の
出
版
物
を
収
集
・
保
存

す
る
日
本
唯
一
の
法
定
納
本
図
書
館
で
す
。

　

本
紙
は
、
昨
年
10
月
、
海
外
日
系
新
聞
放
送

協
会
に
海
外
で
19
番
目
の
日
本
語
新
聞
社
と
し

て
加
盟
し
て
お
り
、
今
回
の
国
会
図
書
館
の
所

蔵
決
定
で
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
が
在
外
選
挙
や

二
重
国
籍
な
ど
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本
人
や

日
系
人
が
抱
え
る
問
題
や
声
を
直
接
、
日
本
の

政
治
の
中
心
に
届
け
る
だ
け
で
な
く
、
国
政
と

海
外
在
留
邦
人
と
を
双
方
向
で
結
ぶ
パ
イ
プ
役

と
な
れ
る
よ
う
、
さ
ら
に
紙
面
の
一
層
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
本
紙
は
国
会

図
書
館
の
ほ
か
、
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
現
在
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　
　
　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社

本紙が国立国会図書館で閲覧可能に
今週号から所蔵、後世まで大切に保管

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
コ
ニ
ー

ア
イ
ラ
ン
ド
で
18
日
、
華
や

か
な
マ
ー
メ
イ
ド
︵
人
魚
姫
︶

パ
レ
ー
ド
が
開
催
さ
れ
た
。

１
９
８
３
年
に
始
ま
っ
た
こ
の

海
辺
の
伝
統
行
事
は
、
海
を
テ

ー
マ
に
し
た
カ
ラ
フ
ル
な
衣
装

に
身
を
包
ん
だ
３
０
０
０
人
以

上
の
参
加
者
を
集
め
、
午
後
１

時
に
西
21
丁
目
と
サ
ー
フ
ア
ベ

ニ
ュ
ー
を
出
発
し
た
。

　

2
年
間
の
中
断
を
経
て
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
海
賊
、
マ
ー
フ

ォ
ー
ク
、
海
の
生
き
物
た
ち
が

復
活
し
た
。こ
の
パ
レ
ー
ド
は
、

非
公
式
な
夏
の
キ
ッ
ク
オ
フ
で

あ
り
、
芸
術
的
な
自
己
表
現
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
祭
典
で
も
あ

る
。
沿
道
を
埋
め
た
市
民
の
中

に
は
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
、
パ
レ

ー
ド
す
る
仮
装
行
進
者
顔
負
け

の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
で
観
客
の
注

目
を
集
め
る
人
魚
姫
た
ち
で
溢

れ
た
。

　

さ
な
が
ら
大
き
な
パ
ー
テ
ィ

ー
で
、こ
れ
は
参
加
者
が
主
役
。

人
魚
や
ネ
プ
チ
ュ
ー
ン
、
船
乗

り
、
モ
ン
ス
タ
ー
な
ど
、
海
の

生
き
物
に
扮
し
た
参
加
者
の
創

造
力
が
、
カ
ラ
フ
ル
な
イ
ベ
ン

ト
を
作
り
上
げ
て
い
た
。

　

︵
18
日
、、
写
真
・
三
浦
良
一
︶

マ
ー
メ
イ
ド
パ
レ
ー
ド

沿
道
の
市
民
が
主
役
！ ブルックリン　コニーアイランド

ワタシたち
人魚姫でーす

　

16
日
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
や
ブ

ロ
ン
ク
ス
な
ど
で
８
件
も
の
銃

撃
事
件
が
相
次
い
で
発
生
、
合

計
９
人
が
撃
た
れ
、
う
ち
女
性

一
人
が
死
亡
し
た
。
ほ
と
ん
ど

が
白
昼
に
起
き
て
お
り
、
市
の

治
安
悪
化
を
如
実
に
示
す
一
日

と
な
っ
た
。

　

最
初
の
銃
撃
は
、
サ
ウ
ス
ブ

ロ
ン
ク
ス
の
東
１
３
７
丁
目

３
６
０
番
地
に
あ
る
公
営
住
宅

ミ
ッ
チ
ェ
ル
・
ハ
ウ
ス
で
正
午

頃
に
発
生
。
何
者
か
に
20
歳
の

男
性
が
右
脚
を
銃
で
撃
た
れ
病

院
に
運
ば
れ
た
。
男
性
は
ギ
ャ

ン
グ
メ
ン
バ
ー
だ
と
い
う
。
約

１
時
間
後
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の

ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
・
ス
タ
イ
ブ

ザ
ン
ト
の
プ
ラ
ス
キ
ー
通
り

４
４
５
番
地
で
、
女
性
が
複
数

回
、
銃
で
撃
た
れ
死
亡
し
た
。

一
緒
に
い
た
63
歳
の
男
性
も
背

中
を
撃
た
れ
た
が
命
は
取
り
留

め
た
。
47
歳
の
容
疑
者
が
逮
捕

さ
れ
て
い
る
。
同
じ
頃
、
ブ
ロ

ン
ク
ス
の
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
・
ブ

ル
ー
バ
ー
ド
１
７
２
５
番
地
の

公
営
住
宅
ソ
ト
メ
イ
ア
ー
・
ハ

ウ
ス
で
21
歳
の
男
性
が
何
者
か

に
銃
撃
さ
れ
病
院
に
運
ば
れ

た
。

　

午
後
２
時
45
分
頃
に
は
ア

ッ
パ
ー
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
西

１
４
２
丁
目
と
エ
ッ
ジ
コ
ー

ム
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
の
交
差
点

で
、
23
歳
の
男
性
が
銃
で
撃
た

れ
病
院
に
運
ば
れ
た
。
撃
た
れ

た
男
性
に
よ
れ
ば
、
撃
っ
た
の

は
ス
ク
ー
タ
ー
に
乗
っ
た
男
性

３
人
と
い
う
。
ク
イ
ー
ン
ズ
で

も
午
後
２
時
48
分
頃
、
12
番
通

り
35-

27
番
地
に
あ
る
公
営
住

宅
レ
イ
ブ
ン
ウ
ッ
ド
・
ハ
ウ
ス

で
33
歳
の
男
性
が
歩
い
て
い
た

と
こ
ろ
左
耳
を
撃
た
れ
た
。

　

午
後
６
時
前
に
は
ブ
ロ
ン
ク

ス
の
パ
ー
ク
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー

３
１
２
５
番
地
に
あ
る
公
営
住

宅
モ
ッ
リ
サ
ニ
ア
・
ハ
ウ
ス
で

男
性
一
人
が
銃
撃
さ
れ
た
。
６

時
45
分
頃
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の

イ
ー
ス
ト
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
エ

ガ
ン
通
り
近
く
の
エ
ル
ト
ン
通

り
１
１
５
２
番
地
の
路
上
で
43

歳
の
男
性
が
銃
撃
さ
れ
病
院
に

搬
送
さ
れ
た
。
午
後
７
時
過
ぎ

に
は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
・
ア
ベ
ニ
ュ

ー
９
４
３
番
地
に
あ
る
デ
リ
カ

テ
ッ
セ
ン
前
の
路
上
で
28
歳
の

男
性
が
左
足
を
銃
で
撃
た
れ

た
。
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
銃
撃
さ

れ
た
女
性
一
人
を
除
き
、
ほ
か

は
命
に
別
状
は
な
い
。
８
件
の

事
件
の
う
ち
容
疑
者
が
逮
捕
さ

れ
た
の
は
16
日
時
点
で
１
件
の

み
と
な
っ
て
い
る
。市
内
で
は
、

地
下
鉄
駅
構
内
で
の
市
民
襲
撃

や
銃
撃
、
ア
ジ
ア
系
へ
の
憎
悪

犯
罪
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い

状
態
が
続
い
て
い
る
。

　
　
　
　︵
５
面
に
関
連
記
事
︶

白
昼
の
銃
撃
事
件
多
発

市
内
で
１
日
８
件
、
治
安
悪
化
止
ま
ら
な
い
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
マ
ラ
ソ
ン
を

35
回
走
り
続
け
た
男
が
い
る
。

馬
越
恭
弘(

ま
こ
し
・
や
す
ひ

ろ)

さ
ん
︵
69
︶
。
45
年
前
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
や
っ
て
き

た
。
江
戸
前
を
売
り
物
に
す
る

レ
ス
ト
ラ
ン
日
本
の
創
業
者
、

倉
岡
伸
欣
さ
ん
︵
故
人
︶
を
頼

っ
て
来
米
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン
日

本
の
大
番
頭
と
し
て
仕
え
て
一

筋
45
年
。
今
月
６
月
末
を
持
っ

て
同
店
副
社
長
を
退
任
し
、
帰

国
す
る
。

　

馬
越
さ
ん
は
、
日
本
の
ビ

ー
ル
王
と
言
わ
れ
た
大
日
本

ビ
ー
ル
の
創
業
者
、
馬
越
恭

平
︵
１
８
４
４
年
〜
１
９
３
３

年
︶
を
曽
祖
父
に
東
京
で
生
ま

れ
、
学
習
院
大
学
経
済
学
部
卒

業
後
、
ホ
テ
ル
・
オ
ー
ク
ラ
に

就
職
し
た
。
入
社
ま
も
な
い
研

修
生
と
し
て
ホ
テ
ル
内
の
カ
フ

ェ
で
働
い
て
い
た
時
、
コ
ー
ヒ

ー
の
注
文
を
取
り
に
行
っ
た
相

手
が
倉
岡
氏
だ
っ
た
。
倉
岡
氏

は
、
そ
の
青
年
の
胸
の
名
札
に

目
を
止
め
た
。
馬
越
さ
ん
が
ま

だ
小
学
校
３
年
生
の
と
き
、
母

親
が
単
身
で
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

旅
行
へ
行
き
、
帰
り
の
飛
行
機

で
倉
岡
さ
ん
と
隣
り
合
わ
せ
と

な
り
会
話
が
弾
ん
だ
。
時
は
流

れ
た
が
、
倉
岡
氏
は
馬
越
と
い

う
名
が
大
日
本
ビ
ー
ル
創
業
者

の
名
前
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ

け
は
脳
裏
に
焼
き
付
け
て
い

た
。﹁
私
ね
、
君
の
お
母
さ
ん

に
13
年
前
に
会
っ
て
る
か
も
し

れ
な
い
よ
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
戻

る
飛
行
機
の
中
で
﹂
そ
れ
が
Ｎ

Ｙ
と
の
縁
が
生
ま
れ
た
き
っ
か

け
だ
っ
た
。

　

一
流
ホ
テ
ル
に
就
職
し
た
と

は
い
え
﹁
ご
先
祖
様
の
大
ゴ
ネ

で
入
っ
た
会
社
。
そ
こ
で
男

子
一
生
を
過
ご
す
の
も
ど
う

か
﹂
と
青
年
馬
越
さ
ん
は
悩
ん

だ
と
い
う
。
そ
ん
な
思
い
を
母

親
に
相
談
す
る
と
、
Ｎ
Ｙ
の

倉
岡
さ
ん
に
連
絡
す
る
と
い

い
と
い
う
。
手
紙
を
書
い
た
。

１
９
７
７
年
６
月
18
日
。
45
年

前
の
夏
、
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ

デ
ィ
国
際
空
港
に
降
り
立
っ

た
。
以
来
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

寿
司
ブ
ー
ム
、
日
本
食
ブ
ー
ム

の
最
先
端
で
伝
統
的
な
江
戸
前

料
理
を
出
し
続
け
る
倉
岡
氏
に

仕
え
、
同
店
は
今
年
８
月
19
日

に
創
業
59
周
年
を
迎
え
る
。

　

マ
ラ
ソ
ン
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
来
て
７
、
８
年
た
っ
た
こ

ろ
、
店
の
仲
間
と
申
し
込
ん
で

走
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
き

っ
か
け
だ
。
も
ち
ろ
ん
倉
岡

氏
も
加
わ
っ
て
走
る
こ
と
に
。

２
０
０
６
年
、
馬
越
さ
ん
が
55

歳
だ
っ
た
時
の
３
時
間
を
切
る

記
録
２
時
間
50
分
が
自
己
最
高

記
録
。
同
じ
大
会
に
癌
撲
滅
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
の
た
め
に
出
場
し

た
元
国
際
自
転
車
競
走
の
ラ
ン

ス
・
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
選
手

の
2
時
間
59
分
35
秒
の
好
タ
イ

ム
を
上
回
る
成
績
だ
っ
た
。﹁
人

生
コ
ツ
コ
ツ
と
一
歩
一
歩
進
ん

で
い
れ
ば
、
何
か
び
っ
く
り
す

る
こ
と
が
起
こ
る
、
と
い
う
の

が
私
の
信
条
﹂。
店
内
大
改
装

中
に
起
こ
っ
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

は
﹁
ゴ
ー
ル
の
見
え
な
い
ウ
ル

ト
ラ
・
マ
ラ
ソ
ン
み
た
い
で
し

た
﹂
と
振
り
返
る
。
11
月
の
Ｎ

Ｙ
マ
ラ
ソ
ン
は
﹁
妻
の
許
可
も

出
た
の
で
﹂
と
前
置
き
し
、
36

回
目
の
挑
戦
の
た
め
Ｎ
Ｙ
に
戻

っ
て
く
る
と
い
う
。

︵
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
は
本

人
提
供
︶　

Ｎ
Ｙ
マ
ラ
ソ
ン
36
回
目
の
挑
戦

レストラン日本副社長

馬越恭弘さん帰国へ

　

全
米
最
大
の
日
本
食
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
﹁
ジ
ャ
パ
ン
・
フ
ェ

ス
﹂︵
主
催
・
Ｊ
フ
ォ
ワ
ー
ド
・

イ
ン
ク
、ド
ラ
ゴ
ン
山
本
代
表
︶

は
19
日
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
焼
き

鳥
な
ど
の
串
も
の
、
焼
き
物
フ

ー
ド
祭
り
を
開
催
し
、
大
勢
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
を
楽
し
ま
せ

た
＝
写
真
＝
。

　

ま
た
、
同
社
は
７
月
16
日

︵
土
︶
午
前
10
時
か
ら
午
後
６

時
ま
で
、チ
ェ
ル
シ
ー
地
区︵
６

番
街
19
丁
目
〜
21
丁
目
︶
で
、

ご
は
ん
︵
日
本
米
︶
を
テ
ー
マ

と
し
た
﹁
ご
は
ん
フ
ェ
ス
﹂
を

開
催
す
る
。

　

次
回
は
通
常
の
ジ
ャ
パ
ン
・

フ
ェ
ス
に
加
え
、
在
Ｎ
Ｙ
日
本

国
総
領
事
館
と
日
本
貿
易
振
興

機
構
︵
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
︶
Ｎ
Ｙ
事

務
所
と
共
催
し
﹁
ご
は
ん
フ
ェ

ス
﹂
エ
リ
ア
を
設
置
。
同
エ
リ

ア
に
は
、
日
本
米
を
使
っ
た
料

理
を
提
供
す
る
ブ
ー
ス
と
特
設

ス
テ
ー
ジ
を
設
置
す
る
。
来
場

者
参
加
型
の
餅
つ
き
イ
ベ
ン
ト

や
﹁
お
に
ぎ
り
体
験
会
﹂
が
行

わ
れ
る
。
詳
細
は
公
式
サ
イ
ト

https://w
w

w
.japan

fes.
com

を
参
照
。

串
物
で
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス

来
月
は
﹁
ご
は
ん
フ
ェ
ス
﹂

https://www.japanfes
https://www.japanfes
https://www.japanfes
https://elections2022.cdp-japan.jp/
https://www.jcp.or.jp/
https://www.rapidtest.nyc/
tel:9175773969
https://www.restaurantnippon.com/
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 日本クラブからのお知らせ
■ タングルウッド音楽祭バスツアー
 

会期： 8 月 20 日（土）
 参加費： 日本クラブ会員 $175/ 一般 $195
 詳細・お申し込み： 
 www.nipponclub.org 「EVENTS」のページをご覧ください。
 夏の恒例行事「タングルウッド音楽祭」、3 年ぶりに日帰り

バスツアーを開催いたします。今回はニューヨーク出身の作
曲家ジョン・ウィリアズ氏の 90 歳の誕生日を祝う、「John 
Williams–The Tanglewood 90th Birthday Celebration」 を ご
鑑賞いただきます。『スター・ウォーズ』、『スーパーマン』、

『E.T.』、『ハリー・ポッター』など、ジョン・ウィリアズ氏
が生み出した名曲の数々を一流の音楽家たちの演奏でお楽し
みください。指揮者は日本人の血をひくケン・マスール氏、
演奏はボストン交響楽団とボストン・ポップス・オーケスト
ラ。さらにヨーヨー・マ氏やジェームス・テイラー氏など豪
華なアーティスト達も参加します。バス車内では、指揮者・
伊藤玲阿奈氏によるミニレクチャーを開催、ジョン・ウィリ
アムズ氏や彼の曲について、そして夏の野外音楽祭の楽しみ
方などをお話いただきます。

■日本クラブ WEB ギャラリー企画展 「箪笥」   
 会期： 6 月 24 日（金）〜 8 月 4 日（木）
 URL： nippongallery.nipponclub.org
 WEB ギャラリーにて、日本を代表する家具である和箪笥を

ご紹介しています。上記 URL よりご覧ください。
 
■ Hitachi Group Companies in North America/JCCI/NC 

Present ウェビナー

 「日立の考えるサステナブルなビジネス変革」
 開催日時： 6 月 27 日（月） 2 〜 3 PM
 参加費無料。詳細・お申し込みは www.nipponclub.org 
「EVENTS」のページをご覧ください。

 日立グループの DX の中心となる Hitachi Vantara と Global 
Logic より、DX 取り組み事例をご紹介いたします。

The Nippon Club, Inc.
145 W. 57th St., New York, NY 10019　

Tel: 212-581-2223　
  info@nipponclub.org 
www.nipponclub.org 

　

日
本
の
シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
八
神
純
子
さ
ん
が
、

米
国
の
音
楽
団
体
﹁
女
性
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
の
殿
堂
﹂︵
本
部

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
︶か
ら
17
日
、

今
年
度
の
ア
ワ
ー
ド
を
受
け
、

日
本
人
と
し
て
は
初
め
て
殿
堂

入
り
を
果
た
し
た
。

　

丁
寧
に
作
り
込
ま
れ
た
歌
詞

で
聴
衆
を
刺
激
す
る
高
い
歌
唱

力
と
音
楽
性
が
高
く
評
価
さ

れ
、
長
年
の
功
績
を
称
え
、
更

な
る
活
躍
を
期
待
し
て
の
受
賞

と
な
っ
た
。
今
年
は
八
神
さ
ん

や
米
国
の
女
性
歌
手
ら
９
人
が

伝
統
入
り
し
た
。

　

八
神
さ
ん
は
﹁
ラ
ブ
ソ
ン
グ

か
ら
環
境
な
ど
地
球
の
未
来
を

見
つ
め
る
曲
ま
で
、
自
分
に
し

か
で
き
な
い
歌
を
歌
い
続
け
、

作
っ
て
き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ

た
﹂
と
喜
び
を
語
っ
た
。

　

同
団
体
は
女
性
音
楽
家
を
支

援
す
る
た
め
に
発
足
し
た
新
し

い
団
体
で
、
第
１
回
の
昨
年
は

ロ
バ
ー
タ
・
フ
ラ
ッ
ク
さ
ん
ら

が
受
賞
し
た
。
八
神
さ
ん
は
名

古
屋
市
出
身
で
１
９
７
８
年
に

デ
ビ
ュ
ー
。﹁
み
ず
い
ろ
の
雨
﹂

﹁
ポ
ー
ラ
ー
ス
タ
ー
﹂﹁M

r.

ブ

ル
ー
〜
私
の
地
球
〜
﹂
な
ど
多

く
の
ヒ
ッ
ト
曲
が
あ
る
。
現
在

は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
在
住
。

︵
11
面
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
︶

日
本
人
と
し
て
初
め
て

八神純子さん
米国殿堂入り

米女性シンガーソングライター

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
ピ
ア

ニ
ス
ト
の
木
川
貴
幸
︵T

aka 
K

igaw
a

︶
が
24
日
︵
金
︶
午

後
７
時
30
分
か
ら
、
天
理
文
化

協
会
︵
西
13
丁
目
43
Ａ
番
地
︶

に
て
リ
サ
イ
タ
ル
を
行
う
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
20
世
紀
ア
メ
リ
カ

を
代
表
す
る
作
曲
家
の
一
人
、

モ
ー
ト
ン
・
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
が

ピ
ア
ノ
の
た
め
に
書
い
た
数
々

の
作
品
の
中
で
も
最
高
傑
作
と

さ
れ
る
﹁
ト
ラ
イ
ア
デ
ィ
ッ

ク
・
メ
モ
リ
ー
ズ
︵T

riadic 
M

em
ories 

・
三
和
音
の
記

憶
︶﹂。
抽
象
表
現
主
義
の
美
術

に
影
響
さ
れ
、
図
形
譜
を
発
案

し
、
偶
然
性
や
不
確
定
性
の
音

楽
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
フ

ェ
ル
ド
マ
ン
。
こ
の
作
品
は
演

奏
時
間
が
約
90
分
に
及
ぶ
静
謐

な
楽
曲
で
、
な
か
な
か
ラ
イ
ブ

演
奏
で
は
聴
く
こ
と
の
で
き
な

い
作
品
で
あ
る
。
Ｎ
Ｙ
を
拠
点

と
す
る
現
代
音
楽
・
実
験
音

楽
演
奏
集
団
の
﹁either/or

﹂

が
特
別
に
木
川
を
招
聘
し
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
。　

　

入

場

料

は

一

般

20

ド

ル
、

シ

ニ

ア
・

学

生

10

ド

ル

で

前

売

り

販

売

の

み
。
チ
ケ
ッ
ト
はhttps://

w
w

w
.ev

en
tbrite.com

/
e/m

o
rto

n
-feld

m
a

n
s-

tria
d

ic
-m

e
m

o
rie

s
-

tickets-300210998177 

を
参
照
。

ピアニスト木川貴幸天
理
で
24
日
リ
サ
イ
タ
ル

　

チ
ェ
ル
シ
ー
音
楽
祭
が
23
日

︵
木
︶
か
ら
28
日
︵
火
︶
ま
で
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・
チ
ェ
ル
シ
ー

地
区
の
各
会
場
に
て
開
催
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
音
楽
祭
は
、
ミ

ル
ウ
ォ
ー
キ
ー
交
響
楽
団
の
指

揮
者
の
ケ
ン
・
マ
ズ
ア
氏
が
主

催
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
、
ビ
ジ

ュ
ア
ル
ア
ー
ト
、
ト
ー
ク
な
ど

が
行
わ
れ
る
。
チ
ェ
ル
シ
ー
音

楽
祭
は
非
営
利
団
体
で
、
23
年

秋
に
は
東
京
文
化
会
館
で
の

公
演
も
予
定
し
て
い
る
。
日

程
・
チ
ケ
ッ
ト
の
詳
細
は
公

式

サ

イ

トhttps://w
w

w
.

chelseam
usicfestival.org

を
参
照
す
る
。

チ
ェ
ル
シ
ー
音
楽
祭

28
日
ま
で
開
催
中

http://www.nipponclub.org
http://www.nipponclub.org
mailto:info@nipponclub.org
http://www.nipponclub.org
https://www.sakagura.com/eastvillage
http://jmart-usa.com/en/
https://tawaramart.com/
http://shinbashi72.com/
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/itpr_ja/News_2022-06-22-vote.html
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加
藤
弁
護
士
の

ビ
ザ
最
前
線

　

ア
メ
リ
カ
の
永
住
権
は
、
ア

メ
リ
カ
に
永
住
を
希
望
し
て
、

申
請
が
許
可
さ
れ
た
人
に
発
行

做
さ
れ
ま
す
。
実
は
昨
年
末
ぐ

ら
い
か
ら
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
、
ホ
ノ
ル
ル
な
ど
の
空

港
で
、
永
住
権
を
保
持
し
た
ま

ま
ア
メ
リ
カ
外
に
い
か
な
る
理

由
で
あ
れ
長
期
で
滞
在
し
た
人

た
ち
は
、
空
港
で
長
時
間
拘
束

さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
を
離
れ
て
い

た
理
由
を
質
問
さ
れ
る
と
い
う

事
態
が
お
き
て
お
り
ま
す
。
当

事
務
所
で
は
、
ア
メ
リ
カ
を
長

期
離
れ
る
方
々
か
ら
空
港
で
の

ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
方
法
に
対

し
て
ご
質
問
を
多
く
聞
か
れ
ま

す
。
今
回
は
そ
の
よ
う
な
方
々

か
ら
の
質
問
の
一
つ
を
取
り
上

げ
ま
す
。

■
質
問　

私
︵
Ｓ
︶
は
、
15
年

前
に
永
住
権
を
取
得
し
ま
し

た
。
今
ま
で
、
親
の
介
護
や
仕

事
の
都
合
で
日
本
に
数
回
、
長

い
時
は
１
年
近
く
ア
メ
リ
カ
を

離
れ
て
い
た
と
き
が
あ
り
ま
し

た
が
、
ア
メ
リ
カ
入
国
時
に
問

題
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
２
０
２
０
年
３
月
に
日
本

に
帰
国
し
た
の
で
す
が
、
親
が

コ
ロ
ナ
に
感
染
し
て
、
そ
の
介

護
な
ど
で
21
年
12
月
末
ぐ
ら
い

ま
で
ア
メ
リ
カ
に
入
国
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
先
月
Ｊ
Ｆ
Ｋ
空

港
の
移
民
局
審
査
官
に
長
期
間

ア
メ
リ
カ
を
離
れ
て
い
た
こ
と

を
咎
め
ら
れ
、
コ
ロ
ナ
感
染
の

こ
と
を
伝
え
た
の
で
す
が
、
親

御
さ
ん
の
こ
と
と
私
の
こ
と
は

別
だ
と
言
わ
れ
、
ア
メ
リ
カ
に

住
む
つ
も
り
が
な
い
な
ら
ば

グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
は
い
ら
な

い
、
と
取
り
上
げ
ら
れ
そ
う
に

な
り
ま
し
た
。
１
時
間
半
ほ
ど

別
室
で
拘
束
さ
れ
、R

eentry 
Perm

it 

を
取
ら
な
け
れ
ば
グ

リ
ー
ン
カ
ー
ド
は
没
収
、
ア
メ

リ
カ
に
今
後
は
入
国
で
き
な
い

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
日
本

に
６
か
月
ほ
ど
行
く
予
定
で

す
。
ど
う
し
た
ら
よ
ろ
し
い
で

す
か
？

■
返
答　

も
し
今
後
も
長
期
間

日
本
に
行
か
れ
る
ご
予
定
で
し

た
ら
、R

eentry Perm
it

を

申
請
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。R

eentry Perm
it

と
は

再
入
国
許
可
証
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
す
。
再
入
国
許
可
証
は
、

パ
ス
ポ
ー
ト
型
の
小
さ
な
冊
子

で
、
２
年
間
ア
メ
リ
カ
に
一
度

も
入
国
し
な
く
て
も
永
住
権
を

保
持
で
き
る
も
の
で
す
。

　

申
請
方
法
は
、
移
民
局
Ｕ
Ｓ

Ｃ
Ｉ
Ｓ 

の
サ
イ
ト 

︵https://
w

w
w

.u
scis.g

ov
/i-131

︶

に
あ
り
ま
す
。
現
時
点
で
は
申

請
料
は
６
６
０
ド
ル
で
す
。
こ

こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
こ
の
申
請
書
を
提
出

す
る
と
き
に
ア
メ
リ
カ
国
内
に

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で

す
。

　

ま
た
、
書
類
提
出
後
、
約
１

か
月
ぐ
ら
い
でB

iom
etrics 

︵
生
体
情
報
摂
取)

の
知
ら
せ

を
受
け
取
り
ま
す
。
知
ら
せ
を

受
け
取
っ
た
な
ら
ば
移
民
局
に

出
向
き
生
体
情
報
を
摂
取
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。た
だ
し
、

昨
年
ぐ
ら
い
か
ら
生
態
情
報
は

以
前
に
登
録
さ
れ
て
い
る
も
の

を
使
用
す
る
の
で
、
再
取
得
す

る
必
要
が
な
い
と
い
う
知
ら
せ

を
移
民
局
か
ら
受
け
取
る
こ
と

が
多
く
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し

ま
す
と
、
ア
メ
リ
カ
に
滞
在
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
最

初
の
申
請
時
だ
け
に
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
こ
の
許
可
証
は
、
申

請
後
約
10
か
月
〜
１
年
ぐ
ら
い

で
、
ア
メ
リ
カ
国
内
の
所
定
の

住
所
に
送
付
さ
れ
る
の
で
、
も

し
こ
の
間
ア
メ
リ
カ
に
滞
在
さ

れ
て
い
な
い
の
で
し
た
ら
、
信

頼
の
置
け
る
方
の
住
所
を
着
付

け
と
し
て
申
請
書
に
記
入
し

て
、
責
任
を
持
っ
て
そ
の
方
が

受
け
取
れ
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
は
、
日
本
で
受
け

取
る
こ
と
も
可
能
で
す
が
、
そ

の
場
合
は
、
許
可
証
を
受
け
取

る
た
め
に
東
京
の
在
日
本
米
国

大
使
館
ま
で
出
向
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

 ︵
加
藤
恵
子
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
弁
護
士
︶

永
住
権
を
保
持
す
る
方
法

　

国
際
サ
ッ
カ
ー
連
盟
︵
Ｆ
Ｉ

Ｆ
Ａ
︶
は
16
日
夕
、
２
０
２
６

年
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
試
合
を
メ

キ
シ
コ
、
カ
ナ
ダ
を
含
む
北
米

16
都
市
で
行
う
こ
と
を
生
中
継

配
信
で
発
表
し
た
。 

　

北
米
が
同
大
会
開
催
地
に

な
る
の
は
１
９
９
４
年
以
来

で
、
当
時
は
７
試
合
が
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
リ
ー

グ
︵
Ｎ
Ｆ
Ｌ
︶
の
Ｎ
Ｙ
ジ
ャ
イ

ア
ン
ツ
の
本
拠
地
で
あ
る
当
時

Ｎ
Ｊ
州
イ
ー
ス
ト
ラ
ザ
ー
フ
ォ

ー
ド
の
メ
ド
ウ
ラ
ン
ズ
で
開
催

さ
れ
た
。
今
年
の
カ
タ
ー
ル
大

会
に
続
く
第
24
回
目
と
な
る
同

大
会
の
試
合
の
開
催
地
は
、
Ｎ

Ｙ
市
や
Ｎ
Ｊ
ほ
か
バ
ン
ク
ー
バ

ー
、
シ
ア
ト
ル
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
グ

ア
ダ
ラ
ハ
ラ
︵
メ
キ
シ
コ
︶、

カ
ン
ザ
ス
シ
テ
ィ
、
ダ
ラ
ス
、

ア
ト
ラ
ン
タ
、ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
、

モ
ン
テ
レ
イ
︵
メ
キ
シ
コ
︶、

メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
、ト
ロ
ン
ト
、

ボ
ス
ト
ン
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
、
マ
イ
ア
ミ
を
予
定
し
て
い

る
。 

　

同
盟
で
試
合
主
催
の
申
請
を

し
た
エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ

Ｙ
市
長
と
フ
ィ
ル
・
マ
ー
フ
ィ

ー
Ｎ
Ｊ
州
知
事
は
同
日
、
共
に

リ
バ
テ
ィ
州
立
公
園
で
発
表
式

典
を
見
守
っ
た
。
Ｎ
Ｊ
州
内
で

の
試
合
開
催
地
は
メ
ッ
ト
ラ
イ

フ
・
ス
タ
ジ
ア
ム
に
決
定
し
て

い
る
が
、
決
勝
戦
と
授
賞
式
を

開
催
す
る
都
市
は
明
ら
か
に
な

っ
て
い
な
い
。
Ｎ
Ｙ
市
内
で
の

試
合
開
催
は
な
い
が
、
同
市
当

局
は
世
界
中
か
ら
観
戦
に
来
る

フ
ァ
ン
た
ち
の
ホ
テ
ル
宿
泊
や

観
光
、
フ
ァ
ン
祭
り
開
催
な
ど

の
経
済
効
果
を
期
待
し
て
い

る
。 

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
地
に
北
米

Ｎ
Ｙ
市
長
と
Ｎ
Ｊ
州
知
事
が
申
請

　

参
議
院
選
挙
の
在
外
投
票
が

23
日︵
木
︶か
ら
７
月
３
日︵
日
︶

ま
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領

事
館︵
パ
ー
ク
街
２
９
９
番
地
︶

で
行
わ
れ
て
い
る
。
公
館
投
票

は
、
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
ま
で
、
平
日
、
週
末
共
に

実
施
さ
れ
る
。
投
票
に
持
参
す

る
も
の
は
﹁
在
外
選
挙
人
証
﹂

と
﹁
有
効
な
日
本
の
パ
ス
ポ
ー

ト
﹂
ま
た
は
米
国
の
自
動
車
運

転
免
許
証
や
外
国
人
登
録
証
な

ど
、
公
的
機
関
が
発
行
し
た
顔

写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
。
在

外
投
票
す
る
場
合
は
予
約
の
必

要
は
な
い
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
証

明
も
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
も
必
要
な

い
。
マ
ス
ク
は
着
用
を
﹁
お
願

い
し
て
い
る
﹂。
投
票
所
に
は
、

日
本
国
内
の
立
候
補
者
名
簿
が

用
意
さ
れ
て
い
る
が
、
各
候
補

者
が
ど
の
よ
う
な
公
約
を
掲
げ

て
い
る
か
は
投
票
所
で
は
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
て
投
票

前
に
立
候
補
者
に
つ
い
て
調
べ

て
お
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

今
回
の
参
議
院
選
挙
に
立
候

補
し
て
い
る
の
は
、
選
挙
区
と

比
例
代
表
合
わ
せ
て
５
３
３

人
。
今
回
の
参
議
院
選
挙
は

１
２
５
議
席
を
め
ぐ
っ
て
争
わ

れ
る
。全
国
45
の
選
挙
区
に
は
、

75
の
定
員
に
対
し
、
合
わ
せ
て

３
６
６
人
が
立
候
補
。
今
回
の

選
挙
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢

を
受
け
た
日
本
国
内
の
物
価
高

騰
対
策
や
、
防
衛
力
の
在
り
方

を
は
じ
め
と
す
る
外
交
・
安
全

保
障
政
策
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
論

戦
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。

在
外
投
票
を
実
施
中

Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館
で

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
あ
る
Ｎ
Ｙ

交
通
博
物
館
︵
ス
カ
ー
マ
ー
ホ

ー
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
99
番
地
︶

は
こ
の
ほ
ど
、
プ
ラ
イ
ド
月
間

中
に
地
下
鉄
車
両
に
貼
っ
て
い

る
、
ハ
ー
ト
型
の
虹
色
の
ス
テ

ッ
カ
ー
を
発
売
し
た
。 

　

同
市
は
２
０
１
９
年
、
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
当
事
者
た
ち
が
警
官
の

迫
害
に
抵
抗
し
た
ス
ト
ー
ン
ウ

ォ
ー
ル
の
反
乱
か
ら
50
周
年
を

迎
え
、
世
界
プ
ラ
イ
ド
・
マ
ー

チ
を
主
催
し
た
が
、
都
市
交
通

局
︵
Ｍ
Ｔ
Ａ
︶
も
同
時
に
メ
ト

ロ
カ
ー
ド
な
ど
プ
ラ
イ
ド
を
テ

ー
マ
に
し
た
関
連
グ
ッ
ズ
を
販

売
し
て
い
る
。
同
ス
テ
ッ
カ
ー

は
ス
モ
ー
ル
︵
３
・
３
×
３
イ

ン
チ
︶
か
ら
エ
ク
ス
ト
ラ
・
ラ

ー
ジ
︵
14
×
12
・
８
イ
ン
チ
︶

ま
で
４
サ
イ
ズ
あ
り
、
値
段
は

２
ド
ル
57
セ
ン
ト
か
ら
で
、
通

販
サ
イ
トredbubble.com

で
購
入
で
き
る
。
ま
た
同
じ
ロ

ゴ
の
付
い
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
マ
グ

な
ど
は
同
博
物
館
ま
た
は
公
式

サ
イ
ト
で
販
売
し
て
い
る
。

nytransitm
useum

store.com

地下鉄のプライド・ステッカー販売中 
ＮＹ交通博物館で

さ
れ
ま
す
。
現
行
移
民
法
で
は

１
年
以
上
ア
メ
リ
カ
外
に
移
民

局
の
許
可
な
く
滞
在
し
た
場

合
、
永
住
権
は
放
棄
し
た
と
見

　

元
読
売
ア
メ
リ
カ
紙
編
集
長

で
﹁
よ
み
タ
イ
ム
﹂
紙
創
刊
者

の
故
・
吉
澤
信
政
氏
を
偲
ぶ
会

が
７
月
８
日
︵
金
︶
午
後
５
時

30
分
か
ら
７
時
ま
で
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
系
人
会
︵
Ｊ
Ａ
Ａ
、

西
45
丁
目
49
番
地
11
階
︶
ホ
ー

ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
。
読

経
・
焼
香
は
午
後
６
時
か
ら
。

今
年
は
吉
澤
氏
の
十
三
回
忌
に

あ
た
る
こ
と
か
ら
、
故
人
の
友

人
の
集
ま
り
﹁
吉
澤
メ
モ
リ
ア

ル
・
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
﹂
が
主
催

す
る
も
の
で
、
北
海
道
ゆ
か
り

の
会
と
よ
み
タ
イ
ム
が
協
力
す

る
。

　

当
日
は
、
ビ
ー
ル
と
お
茶
、

ス
ナ
ッ
ク
な
ど
が
提
供
さ
れ
る

︵
食
事
無
し
︶。
参
加
無
料
、
予

約
不
要
、
マ
ス
ク
着
用
奨
励
、

平
服
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー

ルtakedakatsuo1@
gm

ail.
com

︵
竹
田
さ
ん
︶casey@

yom
itim

e.com

︵

谷

口

さ

ん
︶。

吉
澤
さ
ん
偲
ぶ
会

十
三
回
忌
で
７
月
８
日

　

ジ
ャ
パ
ン
・
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン

グ
・
ア
ー
ツ
・
イ
ン
ク
︵
Ｊ
Ｐ

Ａ
、
濱
田
裕
子
代
表
︶
が
17
日

夕
、
ガ
バ
ナ
ー
ズ
・
ア
イ
ラ
ン

ド
で
西
馬
音
内
盆
踊
り
と
郡
上

踊
り
を
披
露
し
た
。
同
島
で
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
の
摩
天
楼
と
自
由

の
女
神
を
一
望
で
き
る
屈
指
の

場
所
﹁
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク
・
ヒ

ル
﹂
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は

２
０
１
９
年
を
初
回
に
今
回
が

2
回
目
。
Ｎ
Ｙ
州
、
Ｎ
Ｙ
市
、

国
際
交
流
基
金
、
Ｎ
Ｙ
日
本
商

工
会
議
所
の
助
成
金
を
得
て
の

参
加
で
、
ガ
バ
ナ
ー
ズ
・
ア

イ
ラ
ン
ド
が
主
催
す
る
﹁JPA

 
E

arly Sum
m

er Festival

﹂

が
開
催
さ
れ
た
も
の
。 

　

当
日
は﹁
日
本
三
大
盆
踊
り
﹂

︵
秋
田
県
・
西
馬
音
内
盆
踊
り
、

岐
阜
県
・
郡
上
お
ど
り
、
徳
島

県
・
阿
波
お
ど
り
︶
の
う
ち
、

日
本
重
要
無
形
文
化
財
の
西
馬

音
内
盆
踊
り
と
郡
上
お
ど
り
の

2
曲
を
披
露
し
、
阿
波
踊
り
は

観
客
も
参
加
し
て
踊
っ
た
。 

　

代
表
の
濱
田
さ
ん
は
﹁
コ
ロ

ナ
禍
の
過
去
2
年
は
Ｊ
Ｐ
Ａ
に

と
っ
て
も
大
変
で
し
た
。
多
く

の
メ
ン
バ
ー
が
帰
国
と
な
り
、

踊
り
手
不
足
で
し
た
。
希
望
者

を
見
つ
け
て
特
訓
し
た
結
果
、

10
曲
全
て
を
踊
れ
る
ま
で
に
成

長
し
た
﹂
と
い
う
。

　

﹁
来
年
は
３
つ
の
三
大
盆
踊

り
を
生
演
奏
で
披
露
し
て
観
客

に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
趣

向
を
凝
ら
し
て
開
催
し
た
い
﹂

と
話
す
。

ガバナーズ島で盆踊り披露

西
馬
音
内
盆
踊
り
と
郡
上
踊
り
を
披
露

︵
17
日
夕
、
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク
・
ヒ
ル
で
︶

mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.uscis.gov/i-131%EF%B8%B6
https://www.uscis.gov/i-131%EF%B8%B6
https://www.uscis.gov/i-131%EF%B8%B6
https://www.uscis.gov/i-131%EF%B8%B6
https://www.uscis.gov/i-131%EF%B8%B6
https://www.uscis.gov/i-131%EF%B8%B6
https://www.uscis.gov/i-131%EF%B8%B6
http://www.iiicareer.com/
https://www.naturalhealingartists.com/
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人
間
一
人
を
構
成
す
る
細
胞

の
90
％
が
、
腸
内
細
菌
や
皮
膚

細
菌
な
ど
の
細
菌
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
残

り
10
％
だ
け
が
、
彼
ら
の
棲
家

と
し
て
の
人
体
組
織
な
の
で

す
。
つ
ま
り
、
細
菌
た
ち
無
し

に
人
間
は
今
の
姿
を
維
持
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
90
％
の
細
菌
た
ち
と

の
共
存
が
成
り
立
た
な
く
な
っ

た
ら
、
私
た
ち
人
間
の
姿
か
た

ち
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い

く
の
で
し
ょ
う
か
？

　

人
体
を
構
成
す
る
細
菌
た
ち

は
、
誕
生
時
に
産
道
を
通
る
こ

と
で
母
親
か
ら
元
本
と
し
て
の

細
菌
叢
を
受
け
継
ぎ
ま
す
。
そ

の
後
は
食
べ
物
と
生
活
習
慣
に

よ
っ
て
再
生
・
増
強
し
、
維
持

し
続
け
て
い
く
の
が
健
全
な
あ

り
方
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

抗
生
物
質
、
ワ
ク
チ
ン
、
出
産

医
療
の
介
入
な
ど
、
現
代
医
療

に
頼
り
す
ぎ
た
生
き
方
、
化
学

肥
料
や
遺
伝
子
組
み
換
え
な
ど

不
自
然
を
助
長
す
る
農
法
、
人

工
調
味
料
や
保
存
料
な
ど
加

工
・
調
整
さ
れ
た
食
品
の
取
り

す
ぎ
、
洗
剤
、
シ
ャ
ン
プ
ー
、

歯
磨
き
粉
な
ど
皮
膚
細
菌
叢
を

破
壊
し
て
し
ま
う
ボ
デ
ィ
ケ
ア

商
品
の
使
い
過
ぎ
、
大
気
汚
染

や
水
質
汚
濁
、
林
立
す
る
５
Ｇ

ア
ン
テ
ナ
な
ど
に
よ
る
環
境
破

壊
な
ど
、
現
代
人
の
生
活
は
、

自
然
を
征
服
し
よ
う
と
試
み
る

思
考
と
そ
れ
を
元
に
作
ら
れ
た

物
質
に
埋
め
尽
く
さ
れ
、
細
菌

あ
の
﹁
宇
宙
人
﹂
は
、
未
来
の
人
間
の
姿
？

た
ち
は
そ
の
生
態
系
の
バ
ラ
ン

ス
を
崩
し
て
い
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
細
菌
の
力
を
必
要
と

し
な
い
、
土
を
使
わ
な
い
ハ
イ

ド
ロ
ポ
ニ
ッ
ク
農
法
の
広
ま
り

に
よ
り
、
ま
す
ま
す
人
間
の
構

成
要
素
で
あ
る
細
菌
た
ち
は
、

そ
の
存
在
を
脅
か
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
特
に
人
間
に
友
好
的

な
細
菌
達
は
、
徐
々
に
地
球
上

に
お
い
て
居
場
所
を
失
い
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

も
し
、
私
た
ち
を
構
成
し
て

い
る
90
％
も
の
細
菌
た
ち
を
完

全
に
失
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
当

然
、
人
間
の
姿
か
た
ち
は
変
化

し
て
い
き
ま
す
。
使
わ
な
い
体

の
部
位
は
退
化
し
、
よ
く
使
う

部
位
は
大
き
く
、
あ
る
い
は
も

っ
と
機
能
的
に
進
化
す
る
の
が

進
化
の
ル
ー
ル
で
す
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
釘
付
け
の
眼
は
、
ど
ん
ど
ん

大
き
く
な
っ
て
い
く
で
し
ょ

う
。
人
間
が
人
間
で
あ
る
た
め

の
足
の
存
在
感
を
認
識
で
き

ず
、
有
効
利
用
で
き
な
い
人
が

増
え
て
い
る
の
は
、
皆
さ
ん
の

目
に
も
明
ら
か
で
し
ょ
う
。
最

近
は
、
真
っ
す
ぐ
立
つ
こ
と
の

で
き
る
人
を
あ
ま
り
見
か
け
ま

せ
ん
し
、
情
け
な
い
事
に
正
し

い
歩
き
方
を
し
て
い
る
人
は
皆

無
に
等
し
い
で
す
。
一
言
で
言

う
な
ら
﹁
地
に
足
を
付
け
る
﹂

こ
と
の
出
来
て
い
な
い
人
間
た

ち
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
五
感
︵
視
覚
、
聴
覚
、
味

覚
、
嗅
覚
、
触
覚
︶
と
い
う
自

己
を
守
る
機
能
が
正
し
く
使
わ

れ
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
し
ま

す
。
皮
膚
は
、
眼
に
見
え
な
い

空
気
中
の
何
か
を
触
覚
で
と
ら

え
伝
達
す
る
役
割
が
あ
り
ま
す

が
、
例
え
ば
コ
ロ
ナ
下
で
の
生

活
の
よ
う
に
、
人
と
触
れ
合
う

場
や
機
会
が
減
っ
て
し
ま
っ
た

り
、
他
人
を
極
端
に
避
け
る
よ

う
で
あ
れ
ば
、﹁
自
﹂
と
﹁
他
﹂

を
分
け
る
皮
膚
も
厚
ぼ
っ
た
く

固
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

体
を
使
わ
な
い
生
活
で
は
首

か
ら
下
は
退
化
し
、
良
く
使
わ

れ
る
脳
と
目
が
位
置
す
る
頭
は

大
き
く
な
っ
て
い
く
の
は
確
実

で
す
。

　

い
か
が
で
す
か
？
頭
と
目
が

大
き
く
て
、
体
の
存
在
が
小
さ

く
な
っ
た
人
間
の
姿
。
皆
さ
ん

が
、
良
く
ご
存
知
の
典
型
的
な

宇
宙
人
の
イ
メ
ー
ジ
に
そ
っ
く

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

あ
の
宇
宙
人
の
姿
は
、
実
は

未
来
の
人
間
の
姿
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。　

カ
ス
ト

ロ
・
岡
牧
子

：

米
国
栄
養
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
認
定
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
Ｓ
認
定

食
事
療
法
士
、
フ
ェ
ル
デ
ン
ク

ラ
イ
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
認
定
プ
ラ

ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
。
１
０
０
％

健
康
で
幸
せ
な
人
生
の
た
め
の

﹁
マ
キ
コ
メ
ソ
ッ
ド
﹂
を
考
案
。

Natural HealingArtists

創
業

者
兼
代
表
。NaturalHealing-

Artists.com

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ミ
ー
ト
パ

ッ
キ
ン
グ
地
区
で
11
日
、
ア
ジ

ア
系
の
女
性
た
ち
に
唐
辛
子
ス

プ
レ
ー
︵
ペ
ッ
パ
ー
ス
プ
レ
ー
︶

を
吹
き
か
け
る
事
件
が
発
生
し

た
。
被
害
者
は
ク
イ
ー
ン
ズ
在

住
の
20
代
の
女
性
４
人
。
こ
の

日
、
女
性
た
ち
は
同
地
区
の
公

共
ス
ペ
ー
ス
に
座
っ
て
話
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
見
ず
知
ら
ず
の

女
が
歩
み
寄
り
﹁
国
へ
帰
れ
﹂

な
ど
と
人
種
差
別
的
な
暴
言
を

吐
き
、
そ
の
後
理
由
も
な
く
ひ

と
り
の
女
性
の
顔
に
向
け
て
ス

プ
レ
ー
を
浴
び
せ
た
と
い
う
。

そ
の
様
子
は
目
撃
者
が
携
帯
電

話
で
録
画
し
、
事
件
を
伝
え
る

ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

公
開
さ
れ
た
。
被
害
者
女
性
は

﹁
と
て
も
痛
く
て
、
30
分
ほ
ど

目
を
開
け
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
﹂と
話
し
て
い
た
。
ま
た
、

同
日
の
１
時
間
ほ
ど
前
に
も
、

13
歳
の
少
女
を
含
む
３
人
に
同

様
に
暴
言
を
吐
き
ス
プ
レ
ー
を

か
け
て
い
た
こ
と
も
判
明
し
て

い
る
。ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警︵
Ｎ

Ｙ
Ｐ
Ｄ
︶
は
こ
の
事
件
を
憎
悪

犯
罪
と
し
て
捜
査
、
17
日
に
フ

ロ
リ
ダ
州
在
住
の
マ
デ
リ
ン
・

バ
ー
カ
ー
︵
47
歳
︶
を
逮
捕
し
、

写
真
を
公
開
し
た
。

﹁
国
へ
帰
れ
﹂
ス
プ
レ
ー
か
け
る

ア
ジ
ア
ヘ
イ
ト
の
女
逮
捕

　

テ
ネ
シ
ー
州
当
局
は
９
日
、

折
り
畳
ま
れ
た
紙
幣
の
中
か
ら

合
成
オ
ピ
オ
イ
ド
︵
麻
薬
性
鎮

痛
剤
︶
が
発
見
さ
れ
た
事
件
を

報
告
し
、
出
所
不
明
の
折
り
畳

ま
れ
た
ド
ル
紙
幣
を
拾
わ
な
い

よ
う
警
告
し
て
い
る
。

　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
公
式
ア

カ
ウ
ン
ト
に
投
稿
さ
れ
た
ポ
ス

タ
ー
に
よ
る
と
、
同
州
の
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
、
床
に
落
ち

て
い
た
紙
幣
か
ら
白
い
粉
末
が

見
つ
か
る
事
件
が
２
件
連
続
し

て
発
生
。
検
査
し
た
と
こ
ろ
、

粉
末
は
メ
タ
ン
フ
ェ
タ
ミ
ン
と

フ
ェ
ン
タ
ニ
ル
と
い
う
種
類
の

ド
ラ
ッ
グ
だ
っ
た
こ
と
が
判
明

し
た
。
ポ
ス
タ
ー
に
は
﹁
非
常

に
危
険
な
問
題
だ
﹂
と
い
う
警

告
文
と
﹁
折
り
畳
ま
れ
た
お
金

を
見
つ
け
て
も
、
拾
っ
て
は
い

け
な
い
と
子
供
た
ち
を
教
育
し

て
ほ
し
い
﹂と
書
か
れ
て
い
る
。

　

麻
薬
取
締
局
に
よ
る
と
、
が

ん
患
者
の
疼
痛
治
療
用
に
開
発

さ
れ
た
フ
ェ
ン
タ
ニ
ル
は
、
モ

ル
ヒ
ネ
の
最
大
１
０
０
倍
の
強

さ
が
あ
る
。２
０
１
８
年
以
降
、

違
法
に
製
造
・
販
売
さ
れ
た
フ

ェ
ン
タ
ニ
ル
の
過
剰
摂
取
に
よ

る
死
亡
事
故
が
後
を
経
た
ず
、

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

麻
薬
汚
染
の
お
札

拾
う
と
危
険
と
警
告

逮捕されたバーカー容疑者（写真提供・NYPD）

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
保
健
精
神

衛
生
局
は
17
日
、
サ
ル
痘
の
感

染
者
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
で

23
人
、
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー

郡
と
サ
リ
バ
ン
郡
で
各
一
人
の

合
計
25
人︵
感
染
疑
い
を
含
む
︶

に
な
っ
た
と
発
表
し
た
。
大
半

が
軽
い
症
状
で
入
院
せ
ず
自
然

に
回
復
し
て
い
る
と
い
う
。
最

近
の
症
例
は
渡
航
に
よ
る
も
の

で
は
な
く
、
ゲ
イ
、
バ
イ
セ
ク

シ
ャ
ル
な
ど
の
男
性
同
士
の
性

行
為
で
広
ま
っ
て
い
る
疑
い
が

あ
る
と
し
て
、
注
意
を
呼
び
か

け
て
い
る
。

　

サ
ル
痘
は
、
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
た
人
の
発
疹
や
皮
膚
の
た

だ
れ
と
の
直
接
的
接
触
や
、
感

染
し
た
人
が
使
用
し
た
衣
服
や

寝
具
と
の
接
触
に
よ
っ
て
広
が

る
。サ
ル
痘
の
初
期
症
状
に
は
、

発
熱
、
頭
痛
、
筋
肉
痛
、
背
中

の
痛
み
、
リ
ン
パ
節
の
腫
れ
、

悪
寒
、
倦
怠
感
な
ど
が
あ
る
。

症
状
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
場
合

は
た
だ
ち
に
他
人
と
の
接
触
を

避
け
医
療
機
関
に
連
絡
す
る
よ

う
市
保
健
局
は
求
め
て
い
る
。

　

米
国
疾
病
予
防
管
理
セ
ン
タ

ー
︵
Ｃ
Ｄ
Ｃ
︶
に
よ
れ
ば
、
米

国
で
は
21
日
時
点
で
ワ
シ
ン
ト

ン
Ｄ
Ｃ
と
23
の
州
で
１
４
１
人

の
感
染
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
は
１

人
、
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
で
は
い

ま
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
な

い
。
全
世
界
で
は
欧
米
を
中
心

に
41
か
国
で
３
０
９
８
人
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。
韓
国
で
は
22

日
、
ド
イ
ツ
か
ら
の
帰
国
者
１

人
の
感
染
が
確
認
さ
れ
た
。
日

本
で
は
い
ま
の
と
こ
ろ
確
認
さ

れ
て
い
な
い
。

Ｎ
Ｙ
市
で
23
人
が
サ
ル
痘

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
で
も
１
人
確
認

https://america-keitai.com/
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日
本
で
は
遅
れ
ば
せ
な
が
ら

今
年
の
4
月
﹁
改
正
労
働
施
策

総
合
推
進
法
﹂
が
大
企
業
か
ら

中
小
企
業
ま
で
全
て
に
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
パ
ワ
ハ

ラ
防
止
法
で
す
。
こ
れ
に
付
い

て
く
る
の
が
﹁
公
益
通
報
保
護

法
﹂
で
あ
り
、
﹁
改
正
個
人
情

報
保
護
法
﹂
で
す
。

　

つ
ま
り
は
﹁
人
権
保
護
﹂
が

醸
成
し
つ
つ
あ
る
現
在
の
日
本

で
す
。
い
や
、
い
ま
さ
ら
﹁
人

権
﹂
。
ア
メ
リ
カ
で
も
日
本
で

も
、
い
や
、
世
界
中
で
﹁
人
の

尊
厳
﹂
は
当
た
り
前
に
保
護
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
古
く
は
哲

学
者
カ
ン
ト
︵
１
７
２
４
〜

１
８
０
４
年
︶
で
す
ら
﹁
基
本

的
人
権
の
根
拠
と
な
る
人
間
の

尊
厳
は
、
人
格
に
内
在
す
る
普

遍
的
で
、
不
可
侵
の
価
値
が
あ

る
も
の
で
あ
る
﹂
と
い
う
当
た

り
前
の
﹁
道
徳
﹂
の
基
礎
を
神

の
尊
厳
が
絶
対
あ
っ
た
時
代
に

勇
気
を
持
っ
て
提
唱
し
た
の
で

す
。
経
営
者
で
あ
れ
、
為
政
者

で
あ
れ
、
上
下
関
係
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、
﹁
尊
厳
﹂
は
当
然

の
こ
と
で
す
。

　

さ
て
、
通
称
﹁
パ
ワ
ハ
ラ
防

止
法
﹂
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
こ
に
は
４
種
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
と
異
種
で
も
う
ひ
と
つ
の
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
合
計
５
種
で
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。

・
パ
ワ
ハ
ラ
：
職
場
の
優
越
的

な
関
係
を
背
景
か
ら
の
言
動
、

業
務
上
必
要
範
囲
を
超
え
て
、

就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
。

・
セ
ク
ハ
ラ
：
職
場
で
の
性
的

な
言
動
や
対
応
で
労
働
者
が
不

利
益
を
受
け
、
就
業
環
境
が
害

さ
れ
る
こ
と
。
ま
た
は
、
取
引

先
等
の
他
の
事
業
主
、労
働
者
、

顧
客
、
患
者
、
家
族
、
学
校
、

生
徒
等
も
、
そ
の
被
害
者
に
も

加
害
者
に
も
な
り
得
る
。

・
マ
タ
ハ
ラ
：
妊
娠
、
出
産
に

お
い
て
、
上
司
又
は
同
僚
か
ら

の
言
動
に
よ
り
女
性
労
働
者
の

就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
。

﹁
人
の
尊
厳
﹂
を
守
る
法
律
に
世
界
が
注
目

・
ケ
ア
ハ
ラ
：
育
児
休
業
、
介

護
休
業
制
度
等
の
利
用
に
関
す

る
言
動
に
よ
り
就
業
環
境
が
害

さ
れ
る
こ
と
。

　

そ
し
て
、も
う
ひ
と
つ
が﹁
カ

ス
ハ
ラ
﹂。
い
わ
ゆ
る
カ
ス
タ

マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
。
顧
客
か

ら
の
ク
レ
ー
ム
が
あ
る
境
を
超

え
て
し
ま
う
こ
と
で
、
判
断
さ

れ
る
職
場
外
で
起
き
る
一
種
の

パ
ワ
ハ
ラ
の
こ
と
を
言
う
。
こ

の
カ
ス
ハ
ラ
は
、
日
本
の
厚
労

省
も
以
下
の
よ
う
に
﹁
働
く
環

境
を
害
す
る
一
つ
の
要
因
﹂
と

認
定
し
、
重
点
事
項
と
し
て
定

義
づ
け
て
い
ま
す
。﹁
企
業
や

業
界
に
よ
り
、
顧
客
等
へ
の
対

応
方
法
・
基
準
が
異
な
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
カ
ス
タ

マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
明
確
に

定
義
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、顧
客
等
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
・

言
動
の
う
ち
、
当
該
ク
レ
ー

ム
・
言
動
の
要
求
の
内
容
の
妥

当
性
に
照
ら
し
て
、
当
該
要
求

を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
・
態

様
が
社
会
通
念
上
不
相
当
な
も

の
で
あ
っ
て
、
当
該
手
段
・
態

様
に
よ
り
、
労
働
者
の
就
業
環

境
が
害
さ
れ
る
こ
と
。つ
ま
り
、

や
は
り
、
労
働
者
の
人
格
や
尊

厳
を
侵
害
す
る
言
動
に
よ
り
身

体
的
・
精
神
的
に
苦
痛
を
与
え

ら
れ
て
い
る
と
言
う
事
実
。
そ

れ
に
よ
り
、
就
業
環
境
が
不
快

な
も
の
と
な
っ
た
た
め
に
能
力

の
発
揮
に
重
大
な
悪
影
響
が
生

じ
、
看
過
で
き
な
い
程
度
の
支

障
が
生
じ
る
こ
と
を
指
す
﹂
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

経
営
者
と
労
働
者
の
潤
滑
油

と
し
て
、
ぜ
ひ
緊
張
感
を
持
っ

て
﹁
尊
厳
﹂
を
守
っ
て
い
け
る

世
の
中
に
し
た
い
が
、
ま
だ
ま

だ
施
設
に
お
け
る
高
齢
者
と
労

働
者
の
間
に
潤
滑
油
が
流
れ
て

い
る
環
境
に
は
程
遠
い
で
す
。

施
設
で
は
団
体
・
集
合
生
活
で

あ
る
が
ゆ
え
に
入
居
者
の
希
望

﹁
お
酒
を
自
由
に
飲
み
た
い
﹂

﹁
夜
中
眠
れ
な
い
か
ら
外
の
空

気
を
吸
い
た
い
﹂﹁
深
夜
の
コ

ン
ビ
ニ
行
き
た
い
﹂﹁
仲
良
く

な
っ
た
他
人
の
部
屋
に
遊
び
に

入
り
た
い
﹂﹁
友
人
を
自
分
の

部
屋
に
呼
び
た
い
﹂﹁
施
設
入

居
者
だ
け
で
ぱ
ー
っ
と
盛
り
上

が
り
た
い
﹂
に
も
制
限
が
か
け

ら
れ
て
い
ま
す
。﹁
団
体
・
集

合
生
活
だ
か
ら
﹂
と
い
う
労
働

者
側
の
都
合
で
我
慢
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
﹁
尊
厳
﹂
と

は
言
え
な
い
で
し
ょ
う
。
か
と

い
っ
て
、
制
限
が
な
け
れ
ば
、

労
働
者
の
物
理
的
な
働
く
環
境

が
守
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。

こ
の
辺
り
は
ロ
ボ
ッ
ト
が
解
決

し
て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

来
る
時
代
の
新
し
い﹁
尊
厳
﹂

を
日
本
が
世
界
か
ら
期
待
さ
れ

て
い
る
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
２
０
０
年
前
の
カ
ン
ト
も

見
て
い
る
は
ず
で
す
。

　
西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟
　
大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
︵
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
︶
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@

helpz.jp

司
﹂の
発
音
や
リ
ズ
ム
に
似
せ
、

ど
ち
ら
の
音
節
も
短
め
に
発
音

し
が
ち
で
す
。い
つ
の
時
代
も
、

個
人
的
な
言
語
や
文
化
の
知
識

や
、
外
国
へ
の
憧
れ
の
気
持
ち

は
、
外
来
語
の
発
音
に
影
響
す

る
も
の
な
の
で
す
。

　

で
は
私
た
ち
日
本
人
は
ど
の

よ
う
にSushi

を
発
音
す
べ

き
で
し
ょ
う
か
。
不
特
定
多
数

に
対
し
て
は
、
前
者
の
発
音
が

無
難
で
す
。
日
本
由
来
の
単
語

で
あ
っ
て
も
、
日
本
語
そ
の
ま

ま
の
発
音
や
リ
ズ
ム
で
は
英
語

話
者
に
と
っ
て
は
聞
き
取
り
辛

い
こ
と
が
多
い
か
ら
で
す
。
日

本
人
に
と
っ
て
、
自
分
で
正
し

く
発
音
し
た
こ
と
の
な
い
英
語

の
音
が
、
ぼ
ん
や
り
聞
こ
え
る

の
と
同
じ
で
す
。

モ
リ
ヤ
マ
ハ
ル
カ: 

ス
ラ
イ
ド

メ
ソ
ッ
ド
開
発
者
／
講
師
。﹁
最

強
英
語
発
音
メ
ソ
ッ
ド
﹂著
者
。

slidemethod.com

Sushi をどう

発音する？
12

　

ア
メ
リ
カ
人
に
、Sushi 

を

ど
う
発
音
す
る
か
聞
い
て
み
る

と
、
そ
の
人
の
日
本
語
経
験
レ

ベ
ル
が
垣
間
見
え
ま
す
。

　

例
え
ば
、Sushi

と
い
え
ば

C
alifornia R

oll 

位
し
か
思

い
浮
か
ば
な
い
、
日
本
の
食
文

化
に
触
れ
た
こ
と
の
少
な
い
ア

メ
リ
カ
人
と
、
日
本
人
と
結
婚

し
、K

anji

で
寿
司
と
書
け
、

納
豆
巻
き
ま
で
食
べ
か
ね
な

い
、
日
本
大
好
き
ア
メ
リ
カ
人

と
で
は
、
発
音
は
大
分
変
わ
り

ま
す
。

　

前
者
の
多
く
は
、SU

E
 

＋ 
she

の
よ
う
に
１
音
節
目
を
強

く
長
く
発
音
し
ま
す
が
、
後
者

は
、
出
来
る
だ
け
日
本
語
の
﹁
寿

青
学
大
Ｎ
Ｙ
校
友
会

大
島
聖
子
さ
ん
を
偲
ぶ

　

青
山
学
院
大
学
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
校
友
会
は
17
日
夜
、
イ
ー
ス

ト
ビ
レ
ッ
ジ
の
ミ
ネ
・
ク
ラ
フ

ト
・
ス
シ
で
２
０
２
２
年
度
の

年
次
総
会
を
行
っ
た
。
当
日
は

昨
年
度
の
校
友
会
活
動
と
会
計

報
告
、
今
年
度
の
活
動
計
画
が

報
告
さ
れ
た
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

で
中
断
さ
れ
て
い
た
ワ
イ
ン
試

飲
ツ
ア
ー
も
今
年
は
秋
に
開
催

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

会
で
は
、
今
年
逝
去
し
た
同

大
卒
業
生
の
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
大

島
聖
子
さ
ん
の
追
悼
も
Ｎ
Ｙ
校

友
会
と
し
て
開
催
し
た
。
青
山

学
院
大
学
経
済
学
部
の
金
田
由

紀
子
名
誉
教
授
か
ら
﹁
大
島
聖

子
さ
ん
は
、
青
学
を
代
表
す
る

秀
才
で
あ
り
、
達
意
の
文
を
書

く
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
で
し
た
。
大

島
先
輩
が
描
い
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
は
永
遠
に
残
る
で
し
ょ
う
。

大
島
聖
子
さ
ん
、
長
い
間
、
私

た
ち
を
導
い
て
く
だ
さ
り
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
﹂
と
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
会
場
で
読
ま
れ
た
。

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

50
万
冊
を
無
料
提
供　

Ｎ
Ｙ
公
立
図
書
館
︵
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｌ
︶
は
、
参
加
無
料
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
含
む

今
夏
の
﹁
サ
マ
ー
・
ア
ッ
ト
・
ザ
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
﹂
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
皮
き
り
と
し
て
、
分
館
を

含
む
ブ
ロ
ン
ク
ス
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
、
ス
タ
テ
ン
島
の
図
書
館
で
、
合
計
50
万
冊
の
書
籍
を
無
料

で
配
布
す
る
。 

ま
た
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
読
み
聞
か
せ
や
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
、
な
ど
企
画
し
て
い
る
。
推
薦
図
書
１
０
０
作
品
の
リ
ス
ト
はnypl.org

を
参
照
す
る
。 

mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://michaeldunnlaw.com
http://kkobo.com/
mailto:kkatonyc@earthlink.net
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://myriverside.net/home
http://jweeklyusa.com
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エ
グ
ゼ
ン
プ
ト
の
従
業
員
は

時
間
管
理
が
出
来
る
の
か
？
︵
上
︶

クイック USA

95
　

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
で
あ
る
日
系

企
業
の
経
営
幹
部
の
方
か
ら
最

近
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
質
問

の
中
に
管
理
職
で
あ
る
エ
グ

ゼ
ン
プ
ト
︵E

xem
pt

︶
の
従

業
員
が
た
ま
に
会
社
を
無
断
欠

勤
す
る
こ
と
が
あ
り
、
欠
勤
し

た
理
由
を
尋
ね
て
み
て
も
そ
の

理
由
を
一
向
に
知
ら
せ
て
こ
な

い
こ
と
が
あ
り
、
困
っ
て
い
る

と
い
う
ご
相
談
が
あ
り
ま
し

た
。
恐
ら
く
そ
の
従
業
員
は
自

分
は
エ
グ
ゼ
ン
プ
ト
で
あ
る
か

ら
、
時
間
管
理
は
す
べ
て
自
分

の
責
任
で
行
っ
て
い
る
、
そ
の

こ
と
に
つ
い
て
い
ち
い
ち
会
社

に
報
告
す
る
義
務
ま
で
自
分
は

持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
と
い
う

趣
旨
の
も
と
に
報
告
し
て
こ
な

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

で
あ
り
ま
し
た
。
さ
て
、
ご
質

問
の
要
点
と
し
て
は
﹁
会
社
で

は
エ
グ
ゼ
ン
プ
ト
従
業
員
に
対

し
て
の
時
間
管
理
は
ま
っ
た
く

出
来
な
い
の
で
す
か
？ 

あ
る

い
は
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
す

か
？
﹂
と
い
う
も
の
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
ご
質
問
に
対
し

て
、
皆
様
は
ど
の
よ
う
に
お
考

え
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

　

ア
メ
リ
カ
で
働
く
従
業
員

の
勤
務
上
の
ス
テ
ー
タ
ス
を

法
的
に
規
定
し
て
い
る
の
は
、

１
９
３
２
年
に
制
定
さ
れ
た

F
air L

abor Stan
dards 

A
ct

、
通
称
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ａ
と
呼
ば

れ
て
い
る
連
邦
労
働
法
で
す
。

日
本
で
い
う
と
こ
ろ
の
労
働
基

準
法
に
あ
た
る
、
ま
さ
に
ア
メ

リ
カ
で
働
く
こ
と
に
関
し
て
の

そ
の
根
幹
を
雇
用
主
に
対
し
て

課
し
て
い
る
法
律
で
あ
る
か
と

い
え
ま
す
。
こ
の
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ａ
の

中
で
エ
グ
ゼ
ン
プ
ト
と
ノ
ン
・

エ
グ
ゼ
ン
プ
ト
と
い
う
従
業
員

の
法
的
ス
テ
ー
タ
ス
の
規
定
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
法
律
で

規
定
さ
れ
て
い
る
エ
グ
ゼ
ン
プ

ト
と
ノ
ン
・
エ
グ
ゼ
ン
プ
ト
で

は
あ
り
ま
す
が
、
白
黒
は
っ
き

り
と
は
決
め
難
い
グ
レ
イ
で
曖

昧
な
部
分
が
残
る
た
め
、
常
に

こ
の
規
定
を
め
ぐ
っ
て
は
ど
の

時
代
で
あ
っ
て
も
従
業
員
側
か

ら
頻
繁
に
訴
訟
が
繰
り
返
し
起

こ
さ
れ
て
き
た
と
い
う
経
緯
が

あ
り
ま
す
。

　

皆
様
ご
存
知
の
よ
う
に
エ
グ

ゼ
ン
プ
ト
は
賃
金
は
毎
回
決
ま

っ
た
金
額
に
よ
る
サ
ラ
リ
ー
で

の
支
払
い
で
あ
る
の
に
対
し
、

も
う
一
方
の
ノ
ン
・
エ
グ
ゼ
ン

　

ジ
ェ
ト
ロ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

事
務
所 

は
﹁
中
小
企
業
の
た

め
の
消
費
財
米
国
輸
出
入
門
﹂

と
題
し
た
ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
を

７
月
13
日
︵
水
︶
午
後
７
時
30

分
か
ら
９
時
ま
で
、
ズ
ー
ム
で

行
う
。
日
用
品
や
デ
ザ
イ
ン
産

品
の
対
米
輸
出
を
試
み
る
日
本

の
中
小
企
業
を
対
象
に
、
米
国

市
場
・
ト
レ
ン
ド
の
特
徴
や
輸

出
の
た
め
の
準
備
、
実
践
の
手

法
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
講
師

は
ジ
ェ
ト
ロ
中
小
企
業
海
外
展

開
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事

業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
蝉
本

睦
氏
。

　

参
加
費
無
料
だ
が
７
月
６

日
ま
で
に
要
予
約
。
定
員
は

９
９
９
人
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ

メ

ー

ルpapt4@
jetro.go.jp

︵
ジ
ェ
ト
ロ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

事
務
所
セ
ミ
ナ
ー
担
当
︶
ま
で
。

米
国
の
日
用
品
市
場
開
拓

ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
解
説

 

米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
﹃
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ
：
日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
﹄
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

　　ニューヨーク州の北部バファロー市のスーパーマーケットで、若い白人による銃
撃により黒人１０人が死亡するというヘイト・クライム（Hate Crime）が発生しまし
た。多くのメディアは、この事件の背景に、Great Replacement Theory があると報じ、

この言葉が米社会を包む危険を象徴するキーワードとして急浮上してきました。
　Great Replacement Theory とは、元々はヨーロッパで生まれた過激思想で、白人層がユダヤ系、イ
スラム教徒そして有色人種に Replace （置き換え）され、 伝統的なキリスト教的白人中心文化が危うくな
るというものです。米国では２０４０年代半ばに、白人が少数派になると予測されており、それを憂え
る白人至上主義者（White Supremacist) の間で、この人種差別的な論が拡散していると言われます。
　ニューヨーク州のシューマー上院議員は、右派を代表する Fox News に、番組での Great 
Replacement Theory の喧伝が米国の暴力事件を煽っているとして、報道姿勢を改めるよう強く抗議
しました。民主主義、人権そして多様性という価値観で世界をリードすべき米国が、差別的で危険な
Great Replacement Theory を乗り越えられますように・・・心からそう祈ります。

　　　　　　　　　　　　　 （旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

Great Replacement Theory 
大「置き換え」論 米 語

Watch
 【229】

申
し
込
み
・
詳
細
はhttps://

w
w

w
.jetro.go.jp/events/

nya/cfd7958b9dd8e27f.
htm

l 

を
参
照
す
る
。

プ
ト
は
働
い
た
時
間
分
に
時
給

を
掛
け
て
賃
金
が
支
払
わ
れ
、

週
40
時
間
以
上
働
い
た
分
に
関

し
て
は
、
通
常
の
時
給
の
１
・

５
倍
の
残
業
代
と
し
て
支
払
わ

れ
る
規
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

エ
グ
ゼ
ン
プ
ト
に
は
こ
の
よ
う

な
残
業
代
支
払
い
の
規
定
は
存

在
し
な
い
の
で
、
雇
用
主
は
得

て
し
て
残
業
代
を
支
払
い
た
く

な
い
か
ら
、
あ
え
て
従
業
員
を

エ
グ
ゼ
ン
プ
ト
に
し
て
、
長
時

間
働
か
せ
て
、
残
業
代
支
払
い

は
な
し
と
し
て
い
る
と
、
後
か

ら
訴
訟
の
種
に
つ
な
が
る
ケ
ー

ス
が
出
て
く
る
と
い
う
わ
け
で

す
。
こ
の
よ
う
に
エ
グ
ゼ
ン
プ

ト
と
ノ
ン
・
エ
グ
ゼ
ン
プ
ト
は

と
か
く
残
業
代
支
払
い
の
と
こ

ろ
に
焦
点
が
集
ま
る
傾
向
が
強

い
の
で
す
が
、
先
の
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
様
か
ら
の
件
で
は
な
い
の

で
す
が
エ
グ
ゼ
ン
プ
ト
に
対
す

る
時
間
管
理
と
い
う
と
こ
ろ
に

疑
問
を
お
持
ち
で
あ
る
日
系
企

業
様
は
意
外
に
多
い
の
で
は
な

い
か
と
察
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。　
　
　
　
　

︵
つ
づ
く
︶

酒
井 

謙
吉

Pacifi c Dreams, Inc. CEO
www.919usa.com

　

米
商
務
省
主
催
﹁
セ
レ
ク
ト

Ｕ
Ｓ
Ａ
投
資
サ
ミ
ッ
ト
﹂
が
26

日
︵
日
︶
か
ら
29
日
︵
水
︶
ま
で
、

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
の
ゲ
イ
ロ
ー

ド
ナ
シ
ョ
ナ
ル
リ
ゾ
ー
ト
＆
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
る
。
同
サ
ミ
ッ
ト
は
、

米
国
に
進
出
ま
た
は
事
業
拡
大

を
検
討
し
て
い
る
企
業
と
州
政

府
・
地
方
自
治
体
・
経
済
開
発

局
︵
Ｅ
Ｄ
Ｏ
︶
を
繋
ぐ
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、
企
業
幹
部

や
政
府
要
人
に
よ
る
講
演
を
通

し
て
、
米
国
で
の
事
業
戦
略
に

役
立
て
て
も
ら
う
プ
ロ
グ
ラ

ム
。
展
示
ホ
ー
ル
に
は
全
米
の

州
政
府
、
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
、
業
界
団
体
等
が
ブ
ー
ス

出
展
し
、
個
別
面
談
の
設
定
も

可
能
。
全
米
の
Ｅ
Ｄ
Ｏ
、
世
界

80
か
国
か
ら
約
１
２
０
０
人
の

参
加
者
、
米
国
政
府
機
関
が
一

堂
に
会
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン

グ
の
場
を
提
供
す
る
年
に
一
度

の
イ
ベ
ン
ト
。
サ
ミ
ッ
ト
の
特

徴
・
魅
力
は
、
米
国
全
土
の
州

政
府
・
地
方
自
治
体
の
情
報
を

効
率
よ
く
収
集
可
能
し
、
日
本

企
業
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
、
情
報
交
換
が
で
き
る
。
詳

細
は
セ
レ
ク
ト
Ｕ
Ｓ
Ａ
投
資
サ

ミ
ッ
ト
公
式
サ
イ
トhttps://

w
w

w
.selectusasum

m
it.

us/

を
参
照
す
る
。

米
商
務
省
主
催
﹁
セ
レ
ク

ト
Ｕ
Ｓ
Ａ
投
資
サ
ミ
ッ
ト
﹂

　

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
ビ
ジ
ネ
ス
ウ

ー
マ
ン
の
会
は
７
月
９
日︵
土
︶

午
後
１
時
か
ら
、﹁
ウ
ク
ラ
イ

ナ
市
民
か
ら
の
現
地
報
告　

私

た
ち
に
ど
ん
な
支
援
が
で
き
る

か
﹂
と
題
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
講

演
会
を
開
催
す
る
。

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

か
ら
４
か
月
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
市

民
の
生
活
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。
日
本
で
育
ち
永
住
権

を
取
得
し
て
、
現
在
は
キ
ー

ウ
か
ら
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
や

Y
ouT

ube

で
活
発
に
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
発
信
し
て
い
る
ボ
グ
ダ

ン
・
パ
ル
ホ
メ
ン
コ
氏
と
オ
ン

ラ
イ
ン
で
つ
な
ぎ
、
現
地
の
状

況
、
私
た
ち
に
何
が
で

き
る
の
か
、
さ
ら
に
復

興
に
は
何
が
必
要
か
な

ど
、
現
地
か
ら
の
貴
重

な
証
言
を
聞
く
。
聞
き

手
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
に
つ
い
て
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
か
ら
取
材
し
発
信

し
て
い
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
津
山
恵
子
氏
。

　

参
加
費
15
ド
ル
︵
経

費
を
差
し
引
き
ボ
グ
ダ

ン
氏
の
支
援
活
動
団

体
へ
の
寄
付
と
な
る
︶。
問
い

合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ルevent@

jw
b-ny.org

ま
で
。

申し込みは

https://www.eventbrite.com/e/368451778187

ウクライナ市民からの現地報告7月9日
NY 日系人会ビジネスウーマンの会が講演会

　ウォータービュー・コンサルティング・
グループは 29 日（水）正午から午後１
時まで（日本時間）、「アメリカ支社が訴
えられたら？訴訟リスクを最小限に抑え
るために知っておきたいこと」と題した
日系企業の訴訟事例オンラインセミナー
を開催する。日系企業にありがちな雇用
や労務、実際の業務における人事問題、
コンプライアンスの不徹底による州や連
邦機関からのクレームなどを紹介する。
講師は、パシフィックドリームス・イン
ク代表取締役社長の酒井謙吉氏、ウォー
タービュー・コンサルティング・グルー
プ・インクのＣＥＯ今泉江利子氏ほか。
　 参 加 費 無 料。 申 し 込 み・ 詳 細
は https ://www.smarthabit .net/
e n t e r p r i s e / s e m i n a r / 2 2 0 6 2 9 _
waterview を参照する。

在米日系企業にあるある
訴訟事例を紹介　29 日

津山氏

mailto:papt4@jetro.go.jp
mailto:papt4@jetro.go.jp
mailto:papt4@jetro.go.jp
mailto:papt4@jetro.go.jp
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
https://www.selectusasummit
https://www.selectusasummit
https://www.selectusasummit
https://www.eventbrite.com/e/368451778187
https://www.maxjob.com/
http://www.rostamilaw.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://hls-global.com
nishi-doso-usa@hotmail.com


ロ
グ
を
始
め
ま
し
た
。
肌
は
内

臓
の
鏡
と
い
い
ま
す
の
で
、
肌

に
い
い
も
の
を
食
べ
て
い
れ
ば

健
康
に
い
い
も
の
を
食
べ
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
安
心

し
て
減
量
で
き
ま
し
た
。

　

私
の
美
容
食
の
コ
ン
セ
プ
ト

は
、
①
美
肌
効
果
が
高
い
栄
養

素
が
入
っ
て
い
る
食
材
を
使
い

②
美
味
し
く
て
③
見
た
目
が
お

洒
落
。
多
忙
で
も
美
容
食
生
活

を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
手
早

く
簡
単
に
で
き
る
こ
と
も
重
視

し
て
い
ま
す
。

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
多
く
の
方

が
好
む
野
菜
の
１
つ
。
太
さ
が

ま
ち
ま
ち
で
す
の
で
、
つ
く
る

も
の
に
合
わ
せ
て
同
じ
く
ら
い

の
太
さ
を
選
ぶ
の
が
お
勧
め
で

す
。
穂
先
が
傷
ん
で
い
な
い
も

の
を
選
ぶ
こ
と
も
大
事
。
固
い

根
元
に
近
い
と
こ
ろ
を
両
手
で

ポ
キ
っ
と
折
る
と
、
美
味
し
い

と
こ
ろ
だ
け
食
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
茹
で
時
間
は
細
い
も

の
な
ら
約
15
秒
、
中
〜
太
い
も

の
は
30
秒
か
ら
１
分
。
さ
っ
と

茹
で
て
ザ
ル
に
と
り
、
冷
水
を

か
け
て
水
を
切
っ
て
使
い
ま

す
。
お
鍋
に
入
る
長
さ
で
あ
れ

ば
茹
で
て
か
ら
切
っ
た
方
が
栄

養
分
が
流
れ
出
る
の
を
少
な
く

で
き
ま
す
が
、
長
く
て
入
り
き

ら
な
い
時
は
切
っ
て
か
ら
茹
で

て
構
い
ま
せ
ん
。

　

胡
桃
は
血
液
を
さ
ら
さ
ら
に

し
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
低

下
し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
抑
制
す

る
オ
メ
ガ
３
脂
肪
酸
が
と
っ
て

も
豊
富
！ 

食
物
繊
維
、
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
６
も

多
く
含
ん
で
い
ま
す
。
胡
麻
和

え
の
方
が
馴
染
み
の
あ
る
方
が

多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私

は
胡
桃
和
え
を
よ
く
つ
く
り
ま

す
。
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
他
、
ほ

う
れ
ん
草
、
春
菊
、
イ
ン
ゲ
ン

で
つ
く
っ
て
も
美
味
し
い
で

す
。

　

牛
肉
は
髪
の
健
康
に
役
立
つ

亜
鉛
を
豊
富
に
含
み
、
生
姜
と

ネ
ギ
は
か
ら
だ
を
温
め
る
効
果

が
あ
り
ま
す
。
オ
イ
ス
タ
ー
ソ

ー
ス
は
、
醤
油
味
ば
か
り
に
な

っ
て
し
ま
う
時
、
変
化
を
つ
け

る
の
に
便
利
。
最
近
某
ホ
ー
ム

パ
ー
テ
ィ
ー
の
お
食
事
を
依
頼

さ
れ
た
の
で
す
が
、
こ
の
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
と
牛
肉
の
オ
イ
ス
タ

ー
ソ
ー
ス
炒
め
、
特
に
好
評
で

し
た
！
合
わ
せ
調
味
料
を
用
意

し
て
お
き
、
炒
め
た
ら
そ
れ
を

最
後
に
加
え
る
だ
け
の
調
理
法

は
、
手
早
く
仕
上
げ
ら
れ
て
便

利
で
す
。

　

生
ハ
ム
は
高
た
ん
ぱ
く
で
低

カ
ロ
リ
ー
。
血
流
を
よ
く
し
、

基
礎
代
謝
を
高
め
る
ア
ミ
ノ
酸

を
含
み
ま
す
。
パ
ー
テ
ィ
ー
で

つ
く
っ
て
お
出
し
す
る
と
、
食

べ
や
す
く
て
美
味
し
い
の
で
い

つ
も
人
気
で
す
。
生
ハ
ム
巻
き

を
さ
ら
に
ラ
ッ
プ
サ
ン
ド
に
入

れ
る
と
、
手
軽
で
洒
落
た
ラ
ン

チ
に
も
な
り
ま
す
。
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21

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
胡
桃
和
え
︵
１
人
分
︶

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
生
ハ
ム
巻
き

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
と
牛
肉
の

オ
イ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
炒
め
︵
2
人
分
︶ 　

牛
肉
の
切
り
落
と
し
約

１
２
０
グ
ラ
ム
を
ボ
ウ
ル
に
入

れ
、砂
糖
と
醤
油
各
小
さ
じ
１
、

酒
・
ご
ま
油
・
片
栗
粉
各
大
さ

じ
１
／
２
、
水
大
さ
じ
１
／
２

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
根
元
の
固

い
と
こ
ろ
を
外
し
、
生
の
ま
ま

使
う
。
生
に
抵
抗
が
あ
る
場
合

は
、
湯
通
し
程
度
に
さ
っ
と
茹

で
て
も
よ
い
。
生
ハ
ム
は
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
に
ピ
ッ
タ
リ
く
っ
つ

け
て
巻
く
。
こ
れ
を
ラ
ッ
プ
サ

ン
ド
に
入
れ
る
の
も
一
案
。
熟

れ
た
ア
ボ
カ
ド
を
つ
ぶ
し
て
レ

　

痩
せ
る
た
め
に
食
生
活
を
見

直
そ
う
と
思
っ
た
時
、
私
は
肌

に
い
い
も
の
を
食
べ
な
が
ら
減

量
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
食

い
し
ん
坊
で
す
の
で
、
満
腹
感

を
感
じ
な
が
ら
痩
せ
る
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
か
考
え
、
自
分

で “

美
容
食
生
活
６
ヶ
条”

︵
ブ

ロ
グ
に
掲
載
︶
を
つ
く
り
実
践
。

28
ポ
ン
ド
減
ら
せ
た
の
で
、
ブ

強
を
加
え
て
も
み
こ
ん
で
下
味

を
つ
け
る
。
オ
イ
ス
タ
ー
ソ
ー

ス
と
水
各
大
さ
じ
１
、
醤
油
大

さ
じ
１
／
３
、
砂
糖
・
片
栗
粉

各
小
さ
じ
１
／
３
、
胡
椒
少
々

モ
ン
汁
、
塩
胡
椒
、
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
を
少
し
ず
つ
混
ぜ
て
か

ら
、
フ
ラ
ッ
ト
ブ
レ
ッ
ド
の
上

に
広
げ
る
。
生
ハ
ム
を
巻
い
た

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
３
本
の
せ
て

き
っ
ち
り
巻
き
、
真
ん
中
を
よ

く
切
れ
る
ナ
イ
フ
で
斜
め
に
カ

ッ
ト
。
切
り
口
の
き
れ
い
な
ラ

ッ
プ
サ
ン
ド
が
出
来
上
が
る
。

　杉本佳子（ファッションジャーナ
リスト兼美容食研究家）　1988 年よ
りニューヨーク在住。ファッション
ジャーナリストとして働く傍ら、３
年前から集英社 OurAge の連載、Ｎ
Ｙ発！美しくなる「トリプル美食」
を 毎 月 執 筆。YOSHIKOlicious Beauty
の名前でインスタグラムとブログで
も美容食を紹介。リクエストに応じ
て食材ショッピングツアーも行う。

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
５
本
は
、
食

べ
や
す
い
長
さ
に
斜
め
に
切

る
。
胡
桃
４
個
は
刻
む
。
ボ
ウ

ル
に
胡
桃
を
入
れ
、
砂
糖
小
さ

じ
１
、
醤
油
小
さ
じ
３
／
４
を

入
れ
て
混
ぜ
て
か
ら
、
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
を
加
え
て
全
体
に
混
ぜ

る
。

を
混
ぜ
て
合
わ
せ
調
味
料
を
つ

く
る
。
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
12
〜
14

本
は
さ
っ
と
茹
で
て
食
べ
や
す

い
長
さ
に
斜
め
に
切
る
。
生
姜

１
か
け
は
み
じ
ん
切
り
、
ス
キ

ャ
リ
オ
ン
は
よ
く
洗
っ
て
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
同
様
に
切
っ
て
お

く
。
フ
ラ
イ
パ
ン
か
中
華
鍋
に

ベ
ジ
タ
ブ
ル
オ
イ
ル
を
大
さ
じ

１
熱
し
、
生
姜
と
ス
キ
ャ
リ
オ

ン
を
炒
め
る
。牛
肉
を
加
え
て
、

肉
の
色
が
大
方
変
わ
っ
た
ら
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
を
加
え
る
。
合
わ

せ
調
味
料
を
加
え
て
全
体
を
混

ぜ
、
最
後
に
ご
ま
油
を
少
し
か

け
る
。

https://kikkomanusa.com/
https://www.korin.com/korin-sharpening-service
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 ローカル
  スクランブル　

Brooklyn

　

こ
の
夏
か
ら
美
し
く
引
き
上

が
っ
た
お
尻
を
つ
く
る
﹁
ヒ
ッ

プ
ア
ッ
プ
・
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
﹂

︵
モ
ニ
タ
ー
１
回
50
ド
ル
︶
を

提
供
し
て
い
る
日
系
エ
ス
テ
サ

ロ
ン
の
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
グ

レ
イ
ス
︵
西
29
丁
目
１
１
５
番

地
９
０
２
号
︶
で
は
、
日
本
の

最
新
技
術
を
用
い
た
脱
毛
サ
ー

ビ
ス
も
好
評
を
得
て
い
る
。

　

同
店
が
提
供
す
る
﹁
Ｎ
Ｐ
Ｌ

脱
毛
﹂
は
、
毛
根
よ
り
上
に
あ

る
、
細
胞
を
生
成
す
る
領
域
に

ラ
イ
ト
を
照
射
す
る
施
術
。
従

来
の
脱
毛
法
と
違
い
、
毛
根
の

メ
ラ
ニ
ン
だ
け
で
な
く
毛
幹
細

胞
も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る

た
め
毛
周
期
や
毛
の
太
さ
に
関

係
な
く
施
術
が
で
き
、
産
毛
、

白
髪
、金
髪
に
も
効
果
が
高
い
。

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｌ
脱
毛
は
痛
み
が

少
な
く
、
コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
生
成

を
促
す
た
め
美
肌
効
果
も
あ

る
。
有
効
性
と
安
全
性
を
兼
ね

備
え
た
最
新
の
技
術
で
、
短
期

間
で
気
に
な
る
ム
ダ
毛
の
悩
み

を
解
決
で
き
る
。﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ

生
活
を
見
た
﹂
と
言
う
と
、
７

月
末
ま
で
脇
の
脱
毛
１
２
０
ド

ル
が
99
ド
ル
に
な
る
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
も
実
施
中
。

　

問
い
合
わ
せ
・
予
約
は
テ
キ

ス
ト
︵
日
本
語
も
Ｏ
Ｋ
︶
で

９
２
９
・
４
０
４
・
３
８
８
３

ま

で
。

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

トhttps://w
w

w
.

atlanticgrace.com
/

を

参

照
す
る
。

ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
グ
レ
イ
ス

割
引
き
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
中

痛くない永久脱毛

お肌もつるつるに

　

日
本
で
70
年
代
、
80
年
代
に

発
売
さ
れ
た
Ｌ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
が

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
飛
ぶ
よ
う
に

売
れ
て
い
る
。
東
京
に
本
社
が

あ
る
フ
ェ
イ
ス
・
レ
コ
ー
ド
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
店
で
、
山
下
達

郎
や
Ｙ
Ｍ
Ｏ
、
八
神
純
子
な
ど

日
本
で
販
売
さ
れ
た
当
時
の
Ｌ

Ｐ
が
ほ
ぼ
新
品
に
近
い
綺
麗
な

状
態
で
輸
入
さ
れ
て
い
る
。
特

に
ヘ
ビ
メ
タ
な
ど
ロ
ッ
ク
の
洋

楽
日
本
製
ア
ル
バ
ム
が
豊
富
に

品
揃
え
し
て
あ
り
、
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｓ

や
ピ
ン
ク
フ
ロ
イ
ド
、
デ
ィ
ー

プ
・
パ
ー
プ
ル
な
ど
の
帯
が
そ

の
ま
ま
日
本
語
で
目
に
飛
び
込

ん
で
く
る
の
が
新
鮮
だ
。
店
長

の
間
宮
祐
一
さ
ん
︵
45
︶
に
よ

る
と
、
Ｌ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
の
帯
は

日
本
独
特
の
文
化
で
、
漢
字
で

書
か
れ
て
い
る
の
も
米
国
の
十

代
の
若
者
に
受
け
て
い
る
と
い

う
。
顧
客
の
99
％
が
米
国
人
だ

と
い
う
。価
格
は
や
や
高
め
で
、

１
枚
１
０
０
ド
ル
前
後
か
ら
。

米
国
で
販
売
さ
れ
た
ジ
ャ
ズ
の

Ｌ
Ｐ
な
ど
は
10
ド
ル
以
下
で
ス

ト
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
。

日
本
の
レ
コ
ー
ド
大
人
気

顧
客
の
９
割
が
米
国
人

FACE RECORDS
176 BORINQUEN PLACE 

SPACE 1L 
BROOKLYN NY 11211 

TEL : 917-909-1902
13:00-20:00 ( 木 ) 〜（日）

　

プ
ロ
ス
ペ
ク
ト
パ
ー
ク
で

今
月
８
日
か
ら
８
月
６
日
ま

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の

音
楽
を
演
奏
す
る
無
料
︵
一
部

有
料
︶
の
コ
ン
サ
ー
ト
﹁
Ｂ
Ｒ

Ｉ
Ｃ
・
セ
レ
ブ
レ
ー
ト
・
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
！
﹂
が
開
催
さ
れ
て

い
る
。
多
く
の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ

ト
コ
ン
サ
ー
ト
の
他
、
25
日

︵
土
︶
に
は
西
ア
フ
リ
カ
の
伝

統
音
楽
に
の
せ
て
パ
ワ
フ
ル
な

ア
フ
リ
カ
ン
ダ
ン
ス
と
ア
ク
ロ

バ
ッ
ト
を
魅
せ
る
カ
ナ
ダ
・
モ

ン
ト
リ
オ
ー
ル
拠
点
の
﹁
シ
ル

ク
・
カ
ラ
バ
ン
テ
︵C

irque 
K

alabante

︶

が

登

場

す

る
。
無
料
だ
が
要
予
約
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

w
w

w
.bricartsm

edia.org/
bric-celebrate-brookly

n-
festival

を
参
照
。

プ
ロ
ス
ペ
ク
ト
パ
ー
ク
で
無
料
コ
ン
サ
ー
ト

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com
　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
人
気
シ
ー

フ
ー
ド
レ
ス
ト
ラ
ン
﹁
リ
ト
ル

ネ
ッ
ク
﹂
が
８
日
、
イ
ー
ス
ト

リ
バ
ー
に
面
し
た
フ
ー
ド
コ
ー

ト
﹁
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
マ
ー
ケ
ッ

ト
Ｎ
Ｙ
﹂︵
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
ス

ト
リ
ー
ト
55
番
地
︶
の
５
階
ル

ー
フ
ト
ッ
プ
に
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ

店
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

リ
ト
ル
ネ
ッ
ク
は
２
０
１
１

年
に
同
区
ゴ
ワ
ナ
ス
に
オ
ー
プ

ン
し
て
以
来
、
な
か
な
か
予
約

の
取
れ
な
い
人
気
店
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ

店
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
オ
イ
ス
タ

ー
が
１
個
４
ド
ル
、
半
ダ
ー
ス

22
ド
ル
。
ク
ラ
ム
が
半
ダ
ー
ス

10
ド
ル
、
１
ダ
ー
ス
20
ド
ル
。

そ
の
他
、
シ
ュ
リ
ン
プ
カ
ク
テ

ル
︵
15
ド
ル
︶、
ロ
ブ
ス
タ
ー

サ
ラ
ダ
︵
24
ド
ル
︶、
ブ
ル
ー

ク
ラ
ブ
ロ
ー
ル
︵
24
ド
ル
︶、

メ
イ
ン
産
ロ
ブ
ス
タ
ー
ロ
ー

ル
︵
30
ド
ル
︶
な
ど
。
店
舗
は

秋
ま
で
オ
ー
プ
ン
予
定
。
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
を
一
望
す
る
ル
ー
フ

ト
ッ
プ
に
は
﹁Love Local 

B
rew

s B
ar

﹂
も
出
店
し
て

い
る
の
で
、
ビ
ー
ル
を
片
手
に

人
気
シ
ー
フ
ー
ド
店
の
味
が
楽

し
め
る
。

野外でシーフード
リトルネック

秋までオープン

　

第
30
回
ヘ
ア
ー
ス
タ
イ
リ

ス
ト
・
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
が
、
８
月
29
日
︵
月
︶
に

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク
・

カ

ウ

ン

テ

ィ

ク

ラ

ブ
︵103 B

rick 
C

h
u

rc
h

 R
o

a
d

, N
e

w
 

H
em

pstead, N
Y

、

電

話

８
４
５
・
３
６
２
・
５
８
０
０
︶

で
開
催
さ
れ
る
。
受
付
は
午
前

７
時
15
分
、
開
会
式
が
８
時
15

分
、
９
時
ス
タ
ー
ト
予
定
。
競

技
方
法
は
ぺ
リ
エ
方
式
、
Ｕ
Ｓ

Ｇ
Ａ
ロ
ー
カ
ル
大
会
ル
ー
ル
併

用
。

　

現

在
、

参

加

者

を

募

集

中
。

定

員

80

人
、

定

員

に

な
り
次
第
募
集
を
締
め
切

る
。

参

加

費

は

１

９

５

ド

ル
︵
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
、
カ

ー
ト
、
競
技
終
了
後
の
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
、
食
事
、
賞
品
代

込
み
︶。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

９
１
７
・
７
４
７
・
８
６
７
８
、

ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ル

shigekosuda@
gm

ail.com

︵
小
須
田
さ
ん
︶
へ
。
参
加
希

望
者
は
小
切
手
︵payable 

to Shige K
osuda

︶
を
添
え

て
、シ
ゲ
小
須
田
さ
ん
︵Shige 

K
osuda

　

141E
ast 55th 

Street,#
2G

 N
ew

 Y
ork, 

N
ew

 Y
ork10022

︶
ま
で
。

ヘアースタイリスト

ゴルフ大会開催

８月29日参加者募集

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:shigekosuda@gmail.com
mailto:shigekosuda@gmail.com
mailto:shigekosuda@gmail.com
http://www.jwsny.org
https://aantcinc.com/
https://www.aozoragakuen.com/
https://goshikiprinting.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/
https://www.atlanticgrace.com/
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 BOOKS
　

タ
イ
ト
ル
﹃
ず
る
い
仕
事
術
﹄

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
惹
か
れ
て
ペ

ー
ジ
を
め
く
っ
て
読
ん
で
み
た

が
、
書
か
れ
て
い
る
内
容
は
、

ま
っ
た
く
ず
る
く
な
い
。
大
き

な
組
織
や
企
業
の
中
で
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
必
要
と
さ
れ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
扱
っ
て
い
く
上

で
の
、
人
間
関
係
の
持
ち
方
、

仕
事
に
対
す
る
意
識
の
持
ち
方

な
ど
を
、
20
代
、
30
代
前
半
の

若
き
仕
事
人
に
向
け
て
か
な
り

平
坦
に
わ
か
り
や
す
く
口
語
で

ア
ド
バ
イ
ス
し
た
書
だ
。
仕
事

術
、
人
間
関
係
、
チ
ー
ム
編
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
編
、企
画
術
編
、

メ
ン
タ
ル
編
の
６
章
に
分
け
て

書
か
れ
て
い
る
。

　

テ
レ
ビ
東
京
の
番
組
制
作
の

現
場
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、

一
般
的
な
企
業
の
生
業
と
は
異

な
っ
た
生
態
系
を
持
つ
職
場
だ

が
、そ
こ
で
働
い
て
い
る
の
は
、

同
じ
人
間
と
い
う
意
味
で
は
、

職
種
が
変
わ
っ
て
も
、
こ
の
本

か
ら
得
た
内
容
は
、
テ
レ
ビ
局

以
外
の
職
場
で
も
役
立
つ
。

　

ま
ず
と
に
か
く
楽
し
そ
う
に

働
く
こ
と
、
と
い
う
点
。
や
り

た
い
仕
事
を
や
る
と
こ
ん
な
に

ご
機
嫌
に
働
く
の
か
。
そ
う
思

っ
て
も
ら
え
る
と
、
楽
し
い
仕

事
を
振
ら
れ
た
り
、
任
せ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
な
る
。
楽
し
そ

う
に
す
る
こ
と
は
﹁
こ
の
仕
事

が
や
り
た
か
っ
た
﹂
と
い
う
周

り
へ
の
ア
ピ
ー
ル
に
も
な
る

し
、
チ
ャ
ン
ス
を
く
れ
た
上
司

に
対
し
て
﹁
こ
の
仕
事
を
さ
せ

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
﹂
と
い

う
感
謝
の
意
思
表
示
に
も
な
る

か
ら
だ
。
組
織
に
い
る
上
で
、

不
機
嫌
で
い
る
メ
リ
ッ
ト
な
ど

一
つ
も
な
い
。
村
上
龍
の
著
作

﹃
デ
ニ
ス
ボ
ー
イ
の
憂
鬱
﹄
の

中
で
﹁
他
人
に
対
し
て
で
き
る

こ
と
は
、
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て

い
る
自
分
を
見
せ
て
や
る
こ
と

だ
け
な
の
だ
﹂と
書
い
て
い
る
。

　

す
ぐ
や
る
人
が
結
局
残
る
。

た
っ
た
そ
れ
だ
け
の
こ
と
を
し

な
い
人
が
ど
れ
だ
け
多
い
か
。

仕
事
と
し
て
は
、
返
事
に
限
ら

ず
、
ど
ん
な
時
も
先
延
ば
し
せ

ず
に
、
す
ぐ
や
る
こ
と
で
随
分

と
差
が
つ
く
。
タ
イ
ミ
ン
グ
を

見
て
、﹁
も
う
一
度
頼
み
た
い
﹂

と
思
わ
れ
る
か
、﹁
二
度
と
連

絡
し
て
や
る
も
ん
か
﹂
と
思
わ

れ
る
か
は
全
て
﹁
す
ぐ
や
る
か

ど
う
か
﹂
で
決
ま
る
と
言
っ
て

い
い
と
断
言
す
る
。

　

そ
し
て
仕
事
人
と
し
て
目
指

す
べ
き
は
、
会
社
名
よ
り
、
自

分
の
名
前
で
勝
負
で
き
る
﹁
プ

ラ
ン
ド
人
﹂
で
あ
る
と
説
く
。

﹁
ら
し
く
な
い
仕
事
﹂
を
や
っ

て
は
い
け
な
い
と
。
ブ
ラ
ン
ド

人
と
は
﹁
信
用
と
期
待
を
持
た

れ
て
い
る
人
﹂の
こ
と
だ
。﹁
あ

の
人
な
ら
大
丈
夫
﹂
と
い
う
信

用
と
﹁
何
か
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ

う
な
仕
事
を
し
て
く
れ
る
だ
ろ

う
﹂
と
い
う
期
待
。
そ
れ
が
あ

る
か
ら
﹁
個
﹂
で
立
て
る
。
一

目
置
か
れ
る
存
在
に
な
れ
る
。

　

書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
い
ろ

い
ろ
あ
る
が
、﹁
メ
ン
ツ
地
雷
﹂

を
踏
ん
で
は
い
け
な
い
、
と
い

う
の
も
納
得
。
ど
ん
な
時
に
人

は
他
人
を
攻
撃
す
る
の
か
。
そ

れ
は
﹁
メ
ン
ツ
を
潰
さ
れ
た

時
﹂。
対
面
や
ブ
ラ
ン
ド
を
傷

つ
け
ら
れ
て
恥
を
か
か
さ
れ
た

時
。
バ
カ
に
さ
れ
た
り
、
自
分

を
軽
く
扱
わ
れ
た
時
に
、
人
は

あ
な
た
を
敵
と
見
る
。
組
織
で

働
く
上
で
、筆
者
は
力
説
す
る
。

こ
れ
だ
け
は
絶
対
に
覚
え
て
い

て
欲
し
い
。
人
は
メ
ン
ツ
で
動

い
て
い
る
。﹁
ナ
メ
ん
な
よ
﹂

が
争
い
ご
と
の
９
割
と
言
っ
て

い
い
と
。
メ
ン
ツ
を
潰
さ
な
い

の
が
自
己
防
衛
策
の
第
一
弾
だ

と
す
る
と
次
な
る
策
は
﹁
メ
ン

ツ
を
立
て
る
﹂。
そ
れ
が
戦
略

だ
と
も
。

　

作
者
は
言
う
。﹁
僕
が
自
由

に
働
け
た
の
は
、
誰
の
メ
ン
ツ

も
潰
さ
な
か
っ
た
か
ら
に
他
な

ら
な
い
﹂
と
。
決
し
て
﹁
ず
る

い
﹂
仕
事
術
で
は
な
い
が
、
思

わ
ず
本
を
手
に
取
ら
せ
る
タ
イ

ト
ル
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
、
確
か

に﹁
ず
る
い
﹂。　
　
　

︵
三
浦
︶

 組織で自由に仕事する
佐久間 宣行・著

ダイヤモンド社・刊

■生命式（村田紗邪香、河出文庫）死んだ人間を食べる新
たな葬式を描く表題作のほか、村田沙耶香自身がセレクト
した、脳を揺さぶる短編 12 篇を収録。『素敵な素材』では
人間の身体である歯、骨、皮膚、臓器などを死後に加工し、
インテリアとして売られる世界を描く。■ゼロから学ぶ量
子力学（竹内薫、講談社）アインシュタインだって戸惑っ
たという量子の世界。本書は「量子力学」の世界を覗いて
みたい人、学生時代に理解できなかった人、講義を受けた
が先生に質問できなかった人のために、東大卒業後カナダ
のマギル大学で博士号を取得しサイエンスライターになっ
た著者が、わかりやすく解説する。■プラスチックの祈り　
上・下（白石一文、朝日文庫）1400 枚を超える大作が上
下巻の文庫になり発売。作家・姫野伸昌は妻・小雪の死を
境に酒浸りになった。突如周りで不可思議な現象が起き始
め、姫野の身体の一部がプラスチックになっては消失して、
元に戻るのだ。記憶が失われたり、過去の思い出を友人と
語ると食い違うという記憶違いの数々。これは天罰なのか。
■ 60歳、ひとりを楽しむ準備（岸本葉子、講談社＋α新書）
エッセイストの岸本葉子さんは 60 歳になり、がん闘病も
経験し、老後の不安は尽きないからこそ自分の「好き」を
見つけることの大切さを実感した。楽しく一人暮らしをす
るために、旅や俳句、美容、暮らし方などを通して好きを
見つける秘訣を語る。■幸せのままで、死んでくれ（清志まれ、文藝春秋）著
者の清志まれはバンドいきものがかりのリーダー、水野良樹の小説家としての
ペンネームである。国民的キャスターとして成功を収めた主人公と売れない
ミュージシャン崩れの親友の話。主人公には死が迫っていた。小説と音楽の
同時リリースという、音楽を聴きながら物語を読むという新体験ストーリー。
■孤蝶の城（桜木紫乃、新潮社）『緋の河』に続くカルーセル麻紀さんをモ
デルにした長編小説。平川秀男は日本で初めてモロッコで性転換手術を受け
て、「女性の体」となって帰国。カーニバル真子として人気になり、連日の
雑誌のグラビア撮影と日劇での凱旋ショーは大喝采だった。しかし、性転換
お色気路線だけでは芸能界で生き残れそうになかった。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

死
ん
だ
人
間
を
食
べ
る
お
葬
式
。
量
子
の
世
界
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
。
体
が
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
化
し
崩
れ
て
い
く
。
60
歳
か
ら
一
人
暮
ら
し
を
楽
し
む
秘
訣
と
は
。
小
説
と

音
楽
の
同
時
リ
リ
ー
ス
。
カ
ル
ー
セ
ル
麻
紀
を
モ
デ
ル
に
し
た
小
説
第
２
弾
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

動
物
園
に
は
い
ろ
い
ろ
な
家

族
が
い
ま
す
。
で
も
あ
る
ペ
ン

ギ
ン
の
家
族
は
ち
ょ
っ
と
違
っ

て
い
ま
し
た
。
オ
ス
ペ
ン
ギ
ン

の
ロ
イ
と
シ
ロ
は
お
互
い
に
気

に
入
り
カ
ッ
プ
ル
に
な
り
、
い

つ
も
一
緒
に
泳
ぎ
、
巣
作
り
し

て
い
ま
し
た
。
あ
る
時
期
、
ほ

か
の
カ
ッ
プ
ル
は
巣
の
中
で
何

か
を
温
め
て
い
る
模
様
。
そ
の

う
ち
次
々
と
赤
ち
ゃ
ん
ペ
ン
ギ

ン
が
誕
生
し
ま
す
。
す
る
と
ロ

イ
と
シ
ロ
は
、
近
く
に
あ
っ
た

卵
の
形
を
し
た
石
を
拾
っ
て
き

て
毎
日
交
替
で
温
め
始
め
ま
し

た
。
そ
ん
な
様
子
を
見
て
い
た

飼
育
員
は
、
他
の
ペ
ン
ギ
ン
カ

ッ
プ
ル
が
育
て
ら
れ
な
か
っ
た

卵
を
そ
っ
と
ふ
た
り
の
巣
に
お

い
て
や
り
ま
す
。
そ
し
て
ふ
た

り
に
温
め
ら
れ
た
卵
か
ら
、
赤

ち
ゃ
ん
ペ
ン
ギ
ン
の
タ
ン
ゴ
が

生
ま
れ
た
の
で
す
。

　

Ｎ
Ｙ
の
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク

動
物
園
で
本
当
に
あ
っ
た
ペ

ン
ギ
ン
家
族
の
話
。
米
国
図

書
館
協
会
の
﹁
注
目
の
児
童

書
﹂
に
選
定
さ
れ
、
数
々
の

賞
を
受
賞
し
た
話
題
作
。
日

本
語
で
読
む
な
ら
﹃
タ
ン
タ

ン
タ
ン
ゴ
は
パ
パ
ふ
た
り
﹄

︵
ポ
ッ
ト
出
版
︶
。︵
高
田
︶　
　
　
　
　
　
　
　

２
人
の
お
父
さ
ん
ペ
ン
ギ
ン
の
子
育
て

 『and tango makes three』
Written by Justin Richardson & Peter Parnell

Published by Simon & Schuster Books

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
https://www.funcphysio.com/
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、社会で美しく生きる女性たちを応援します。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
も
初
夏
を
迎

え
、
今
年
は
マ
ス
ク
無
し
の
爽

快
な
夏
が
楽
し
め
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
さ
て
マ
ス
ク
を
外
す

こ
と
で
お
肌
の
状
態
が
気
に
な

る
方
も
多
い
は
ず
。
そ
こ
で
今

回
は
、
毛
穴
の
黒
ず
み
と
角
栓

が
ゴ
ッ
ソ
リ
取
れ
る
﹁
エ
ク
ス

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
﹂
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
額
や
鼻
と
い
っ
た
Ｔ
ゾ

ー
ン
周
辺
に
あ
る
黒
い
ポ
ツ
ポ

ツ
は
、
毛
穴
の
中
の
皮
脂
腺
か

ら
分
泌
さ
れ
た
皮
脂
と
古
い
角

質
が
混
ざ
っ
た
も
の
で
﹁
角
栓
﹂

と
呼
ば
れ
ま
す
。
角
栓
は
毛
穴

の
ず
っ
と
奥
ま
で
続
い
て
い
る

た
め
、
肌
の
表
面
を
ケ
ア
す
る

ィ
ー
プ
ク
レ
ン
ジ
ン
グ
と
、
水

の
力
で
ピ
ー
リ
ン
グ
を
行
う
ハ

イ
ド
ロ
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
を
併
せ

た
毛
穴
集
中
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト

を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
の

夏
は
毛
穴
レ
ス
な
肌
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
！

　

名
取
由
稀
江

：

国
際
美
容

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
美
容
歴
30

年
。SK

IN
 D

E
E

P N
Y

C
美

容
皮
膚
科
、Y

ukie N
atori 

Salon 

& Spa 

オ
ー
ナ
ー
。

日
本
で
ネ
イ
ル
ス
ク
ー
ル
を
経

営
。
美
容
師
、
ネ
イ
リ
ス
ト
な

ど
の
資
格
も
持
ち
日
米
を
行
き

来
し
な
が
ら
ト
ー
タ
ル
な
美
の

情
報
を
発
信
す
る
。

夏
は
毛
穴
集
中
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
を

17
　

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
に
本
部
の

あ
る
米
国
女
性
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
の
殿
堂
か
ら
17

日
、
日
本
人
と
し
て
初
め
て
ア

ワ
ー
ド
を
受
賞
し
た
。
受
賞
理

由
は
八
神
さ
ん
の
丁
寧
に
作
り

込
ま
れ
た
歌
詞
で
聴
衆
を
刺
激

す
る
高
い
歌
唱
力
と
音
楽
性
と

長
年
の
功
績
を
称
え
、
更
な
る

活
躍
を
期
待
す
る
と
い
う
も
の

だ
︵
６
面
に
記
事
︶
。

　

八
神
さ
ん
は
１
９
７
８
年
に

﹁
思
い
出
は
美
し
す
ぎ
て
﹂
で

プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
。
﹁
み
ず
い
ろ

の
雨
﹂
﹁
ポ
ー
ラ
ー
ス
タ
ー
﹂

﹁M
r.

ブ
ル
ー
〜
私
の
地
球
〜
﹂

な
ど
の
数
々
の
ヒ
ッ
ト
曲
を

持
つ
が
、
実
は
、
い
ま
米
国

で
、
八
神
さ
ん
の
日
本
で
の
ヒ

ッ
ト
曲
﹁
黄
昏
の
Ｂ
Ａ
Ｙ　

Ｃ

Ｉ
Ｔ
Ｙ
﹂、
ア
ル
バ
ム
﹁
コ
ミ

ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
﹂
な
ど
が
十

代
の
若
者
た
ち
の
間
で
一
大
ブ

ー
ム
に
な
っ
て
い
る
。
噂
は
以

前
か
ら
耳
に
し
て
い
た
が
、
あ

る
日
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の

自
宅
で
息
子
か
ら
﹁
お
母
さ

んY
O

U
T

U
B

E

見
て
、
大
変

な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
よ
﹂
と

言
わ
れ
て
見
た
動
画
で
二
人
の

ラ
ッ
パ
ー
が
褒
め
て
い
た
。
シ

テ
ィ
ポ
ッ
プ
に
ど
う
火
が
つ
い

た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
﹁
時

代
が
な
せ
る
技
で
す
ね
﹂
と
し

み
じ
み
。﹁
音
楽
が
ほ
と
ん
ど

無
料
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
代
わ

り
に
音
楽
が
み
ん
な
の
も
の
に

な
っ
た
ん
だ
な
﹂
と
思
う
よ
う

に
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
直
前
ま

で
は
ラ
イ
ブ
で
音
楽
活
動
し
て

い
た
が
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以
降

は
配
信
ラ
イ
ブ
も
含
め
て
﹁
ど

ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
歌
っ
て

行
く
﹂
を
モ
ッ
ト
ー
に
一
つ
一

つ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
続
け
て
い

る
。
滞
米
生
活
は
35
年
を
超
え

る
。

　

﹁
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
、
ア

メ
リ
カ
で
住
む
こ
と
に
よ
っ
て

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
す
る
と
い
う

こ
と
の
価
値
観
が
日
本
に
住
ん

で
い
た
頃
と
変
わ
っ
た
ん
で

す
。
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
と
い

う
の
は
、
ど
ん
な
場
所
に
い
て

も
そ
の
人
た
ち
の
心
を
違
っ
た

と
こ
ろ
に
持
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
こ
こ
に
マ
イ
ク

が
な
い
と
か
楽
器
が
な
い
と
か

じ
ゃ
な
く
て
、
声
さ
え
あ
っ
た

ら
そ
こ
の
場
所
で
特
別
な
空
間

が
作
れ
る
の
が
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ナ
ー
な
ん
だ
な
と
思
う
﹂。

　

２
０
０
１
年
の
米
国
同
時
多

発
テ
ロ
の
時
、
子
育
て
の
時
期

と
重
な
り
、
米
国
を
離
れ
る
の

が
怖
く
な
り
年
に
２
回
の
帰
国

コ
ン
サ
ー
ト
が
中
断
し
10
年
間

現
役
歌
手
生
活
か
ら
遠
ざ
か
っ

た
。
そ
ん
な
と
き
有
名
音
楽
番

組
﹁
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｓ
﹂
で
特
集
さ

れ
、
今
後
の
予
定
を
聞
か
れ

た
時
、
本
当
は
何
も
予
定
な

ど
な
か
っ
た
が
、﹁
コ
ン
サ
ー

ト
が
で
き
れ
ば
い
い
で
す
ね
﹂

と
答
え
た
の
が
き
っ
か
け
で

２
０
１
１
年
の
5
月
に
東
京
の

渋
谷
で
コ
ン
サ
ー
ト
が
決
ま
っ

た
。
３
月
11
日
に
東
日
本
大
震

災
が
起
こ
っ
た
。
そ
の
日
、
5

月
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
リ
ハ
ー
サ

ル
の
た
め
、
日
本
へ
帰
る
予
定

だ
っ
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
は
半
年

延
期
に
な
っ
た
が
、﹁
ト
ラ
ン

ス
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
﹂
を
立
ち
上
げ
、
5
月
に

被
災
地
と
な
っ
た
岩
手
県
の
陸

前
高
田
や
宮
城
県
の
南
三
陸
町

を
訪
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
支

援
活
動
を
始
め
た
。

　

八
神
さ
ん
は
初
め
て
被
災
地

を
訪
れ
た
時
、
自
分
の
１
番
の

ヒ
ッ
ト
曲
﹁
み
ず
い
ろ
の
雨
﹂

を
歌
う
こ
と
に
た
め
ら
い
を
感

じ
て
い
た
。﹁
崩
れ
て
し
ま
え
、

流
さ
れ
て
い
く
愛
の
形
﹂
の
歌

詞
が
、
津
波
で
愛
す
る
人
を
失

く
さ
れ
た
人
々
の
前
で
は
歌
え

な
か
っ
た
。
そ
ん
な
人
々
の
一

人
が
言
っ
た
。﹁
ど
う
し
て
み

ず
い
ろ
の
雨
を
歌
わ
な
ん
で
す

か
。
み
ん
な
フ
ァ
ン
だ
け
ど
Ｃ

Ｄ
を
流
さ
れ
て
し
ま
っ
て
も
う

聞
け
な
い
ん
で
す
よ
﹂。
そ
の

言
葉
を
聞
い
た
瞬
間
、﹁
み
ず

い
ろ
の
雨
﹂
は
八
神
さ
ん
の
中

で
﹁
懐
メ
ロ
﹂
で
は
な
く
﹁
今

を
生
き
る
歌
﹂と
し
て
蘇
っ
た
。

歌
っ
た
。
会
場
の
空
気
が
一
瞬

で
変
わ
っ
た
。
歌
っ
た
途
端
に

自
分
は
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
で

い
ら
れ
る
と
思
っ
た
。﹁
ヒ
ッ

ト
曲
を
歌
う
と
い
う
こ
こ
と
は

こ
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
。
ヒ
ッ

ト
曲
っ
て
素
晴
ら
し
い
な
。
大

事
に
し
な
き
ゃ
﹂と
痛
感
し
た
。

 

﹁
私
は
日
本
の
ソ
ウ
ル
を
持
っ

て
い
る
女
性
。パ
ッ
シ
ョ
ン︵
情

熱
︶
の
あ
る
歌
を
こ
れ
か
ら
も

歌
い
続
け
て
い
き
ま
す
﹂
そ
う

穏
や
か
な
笑
顔
で
語
っ
た
。

　

︵
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
︶

米
国
で
殿
堂
入
り
を
果
た
す

歌手・作曲家　

八神 純子さん

だ
け
で
は
完
全
に
取
り
除
く
の

は
困
難
。
そ
こ
で
エ
ク
ス
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
い
う
テ
ク
ニ
ッ
ク

を
使
い
角
栓
を
毛
穴
の
外
へ
押

し
出
し
す
っ
き
り
と
取
り
除
き

ま
す
。
先
ず
は
肌
に
暖
か
い
ス

チ
ー
ム
を
あ
て
毛
穴
を
柔
ら
か

く
し
な
が
ら
血
行
を
良
く
す
る

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
い
ま
す
。
そ

の
後
、
肌
表
面
の
古
い
角
質
を

ゴ
マ
ー
ジ
ュ
で
除
去
。
そ
し
て

こ
こ
か
ら
が
テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
の

腕
の
見
せ
所
。
指
に
清
潔
な
ガ

ー
ゼ
を
巻
き
つ
け
て
、
両
手
の

指
の
腹
で
毛
穴
に
圧
を
か
け
て

角
栓
を
押
し
出
し
ま
す
。
角
栓

が
抜
け
た
あ
と
の
毛
穴
は
ぽ
っ

か
り
と
穴
の
開
い
た
状
態
な
の

で
、
毛
穴
を
引
き
締
め
る
工
程

が
と
て
も
重
要
。
最
後
に
毛
穴

を
引
き
締
め
る
効
果
の
あ
る
マ

ス
ク
を
し
て
仕
上
げ
を
し
ま

す
。
エ
ク
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
あ
と
の
毛
穴
は
キ
ュ
ッ

と
引
き
締
ま
り
つ
る
つ
る
の
状

態
に
。
夏
場
は
特
に
皮
脂
の
分

泌
量
が
一
年
の
う
ち
で
一
番
増

え
る
時
期
。
さ
ら
に
強
い
紫
外

線
か
ら
肌
を
守
ろ
う
と
し
て
角

質
が
厚
く
な
り
が
ち
で
す
。
肌

と
毛
穴
の
デ
ィ
ー
プ
ク
レ
ン
ジ

ン
グ
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
当

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
エ
ク
ス
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
を
含
む
お
肌
の
デ

https://www.hondag.com
http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
tel:9175773969
http://www.salon-oasis.net
https://www.atlanticgrace.com/
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
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Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
Ｌ
Ｉ
校

︵
川
﨑
淳
一
郎
校
長
︶
で
は
11

日
、
第
22
回
運
動
会
が
行
わ
れ

た
。
毎
年
子
ど
も
達
が
心
待
ち

に
し
て
い
る
本
イ
ベ
ン
ト
も
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
で
2
年
続
け

て
中
止
と
な
り
、
今
回
、
3
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

徒
競
走
、
大
玉
送
り
、
持
久

走
、
紅
白
玉
入
れ
、
障
害
物
競

走
、
綱
引
き
な
ど
、
次
々
に
熱

戦
が
展
開
さ
れ
る
中
、
幼
児
部

に
よ
る
可
愛
ら
し
い
ダ
ン
ス

﹁
エ
ビ
カ
ニ
ク
ス
﹂
や
、
低
学

年
の
子
ど
も
達
が
父
母
ら
と
共

に
フ
ラ
フ
ー
プ
で
ゴ
ー
ル
す
る

﹁
親
子
で
熱
中
﹂
な
ど
の
競
技

が
観
客
の
笑
顔
を
誘
い
、更
に
、

中
高
等
部
に
よ
る
躍
動
感
溢
れ

る
ソ
ー
ラ
ン
節
が
大
会
気
分
を

大
い
に
盛
り
上
げ
た
。

　

得
点
で
は
、
前
半
を
終
え
て

リ
ー
ド
し
て
い
た
赤
組
が
、
後

半
に
な
っ
て
一
時
白
組
に
追
い

上
げ
を
許
し
た
も
の
の
、
す
ば

や
く
巻
き
返
し
、
勝
負
の
行
方

は
運
動
会
の
ト
リ
を
飾
る
紅
白

リ
レ
ー
に
。
赤
組
の
選
手
二
人

が
続
け
て
ゴ
ー
ル
イ
ン
、
第
22

回
運
動
会
は
赤
組
の
勝
利
の
内

に
幕
を
閉
じ
た
。

　

卒
業
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
代
表

と
し
て
閉
会
式
で
挨
拶
に
立
っ

た
吉
川
杏
奈
さ
ん
は
、﹁
補
習

校
最
後
の
年
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

で
運
動
会
が
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
形
で

ま
た
参
加
出
来
て
本
当
に
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
と
て
も
い
い
運

動
会
に
し
て
く
れ
て
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
﹂
と
、
大

き
な
笑
顔
で
締
め
く
く
っ
た
。

Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校

Ｌ
Ｉ
校
で
運
動
会

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
部
門
︵
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
州
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ

ス
、
岡
本
徹
学
園
長
、
園
児
・

児
童
数
１
５
０
人
︶
小
学
部
の

３
、
４
年
生
23
人
が
、
６
月
８

日
か
ら
２
泊
３
日
の
移
動
教
室

に
出
か
け
た
。

　

目
的
地
は
デ
ラ
ウ
エ
ア
州
。　

初
日
は
鈴
木
フ
ァ
ー
ム
を
見
学

し
た
。
鈴
木
フ
ァ
ー
ム
で
は
、

30
種
類
以
上
の
日
本
野
菜
が
栽

培
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
児

童
に
も
身
近
な
ミ
ツ
ワ
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
で
販
売
さ
れ

て
い
る
。

　

２
日
目
は
、
デ
ュ
ポ
ン
ネ
イ

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、
カ

ブ
ト
ガ
ニ
と
渡
り
鳥
に
つ
い
て

の
学
習
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、

ド
ー
バ
ー
モ
ー
タ
ー
ス
ピ
ー
ド

ウ
ェ
イ
を
訪
問
し
、
ナ
ス
カ
ー

の
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
る
ト
ラ
ッ

ク
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
会
場
等
を

見
学
し
た
。
夕
食
の
後
は
、
い

よ
い
よ
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
観
察

へ
。
見
渡
す
限
り
海
岸
を
埋
め

つ
く
す
カ
ブ
ト
ガ
ニ
に
、
児
童

は
驚
き
と
興
奮
を
隠
せ
な
い
様

子
だ
っ
た
。
海
岸
で
は
、
現
地

の
研
究
者
グ
レ
ン
・
ガ
ー
ヴ
ソ

氏
か
ら
カ
ブ
ト
ガ
ニ
に
つ
い
て

の
説
明
を
聞
き
、
産
卵
の
様
子

を
観
察
し
た
り
、
砂
の
中
に
産

み
付
け
ら
れ
た
卵
を
実
際
に
手

に
取
っ
て
見
た
り
し
て
保
護
活

動
の
一
部
に
携
わ
る
こ
と
が
で

き
た
。

カ
ブ
ト
ガ
ニ
を
観
察

鈴
木
フ
ァ
ー
ム
も
見
学
育英学園

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、岡
田
雅
彦
校
長
︶
は
７
日
、

ク
ラ
ー
ク
ス
タ
ウ
ン
南
高
校
を

訪
問
し
、
学
校
間
交
流
を
行
っ

た
。
昨
年
度
ま
で
は
コ
ロ
ナ
禍

で
訪
問
で
き
な
か
っ
た
の
で
、

現
地
校
の
様
子
が
見
ら
れ
る
体

験
に
期
待
す
る
反
面
﹁
英
語
で

会
話
で
き
る
か
な
﹂﹁
ど
ん
な

雰
囲
気
か
な
﹂
と
緊
張
し
て
い

た
。

　

今
回
は
事
前
に
２
人
組
を
つ

く
り
、
当
日
ペ
ア
の
学
生
の
授

業
に
一
緒
に
参
加
し
た
。
到
着

す
る
と
10
年
生
が
出
迎
え
て
く

れ
た
。
日
本
語
で
﹁
こ
ん
に
ち

は
﹂
と
い
う
生
徒
や
笑
顔
で
手

を
振
っ
て
く
れ
る
学
生
に
迎
え

ら
れ
、
ク
ラ
ー
ク
ス
タ
ウ
ン
南

高
校
の
内
山
先
生
の
日
本
語
の

授
業
に
参
加
し
た
。
最
初
は
緊

張
気
味
の
様
子
だ
っ
た
が
、
話

し
て
い
く
う
ち
に
笑
顔
や
笑
い

声
が
広
が
っ
て
い
た
。
午
前
は

１
時
間
だ
け
授
業
を
体
験
し
、

午
後
は
３
時
間
続
け
て
参
加
し

た
。
ア
ー
ト
や
英
語
の
授
業
に

参
加
す
る
生
徒
な
ど
、
各
自
が

真
剣
に
授
業
に
耳
を
傾
け
て
い

た
。
ペ
ア
の
学
生
と
は
徐
々
に

会
話
が
増
え
、
最
後
は
笑
顔
で

交
流
を
終
え
た
。
生
徒
た
ち
は

﹁
最
初
は
緊
張
し
た
け
ど
、
ペ

ア
の
学
生
と
仲
良
く
な
る
こ
と

が
で
き
た
﹂﹁
学
校
間
交
流
が

で
き
て
よ
か
っ
た
﹂
と
嬉
し
そ

う
に
話
し
て
い
た
。

現地校との学校間交流
ＮＹ日本人学校９年生

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
︵
櫻
井
幹
也
校
長
︶
の
初

等
部
１
・
２
年
生
は
10
日
、
リ

ッ
ジ
ウ
ッ
ド
へ
町
探
検
に
出
か

け
た
。
３
つ
の
め
あ
て
を
も
っ

て
町
探
検
に
臨
ん
だ
。
１
つ
目

は
歩
く
人
の
安
全
を
守
る
も
の

を
見
つ
け
る
こ
と
。
２
つ
目
は

町
の
中
の
様
子
を
見
る
こ
と
。

３
つ
目
は
１
・
２
年
生
で
協
力

し
て
行
動
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

子
ど
も
達
は
、信
号
機
や﹁
止

ま
れ
﹂
の
標
識
、
道
路
の
中
央

線
な
ど
を
見
つ
け
た
り
、
レ
ス

ト
ラ
ン
や
服
屋
さ
ん
靴
屋
さ
ん

を
見
つ
け
た
。
ま
た
、
日
本
の

信
号
と
の
違
い
や
止
ま
れ
の
示

し
方
の
違
い
な
ど
に
つ
い
て
も

気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
。﹁
車

が
た
く
さ
ん
通
る
と
こ
ろ
に
は

道
路
の
中
央
線
が
あ
る
と
思

う
﹂
と
予
想
す
る
児
童
や
、
お

店
が
少
な
い
道
よ
り
レ
ス
ト
ラ

ン
が
た
く
さ
ん
あ
る
道
の
方
が

歩
く
と
こ
ろ
が
広
い
の
は
人
が

た
く
さ
ん
の
人
が
歩
く
か
ら
だ

と
考
え
た
児
童
も
み
ら
れ
た
。

町
探
検
で
は
Ｊ
マ
ー
ト
で
の
買

い
物
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
郵
便

局
で
の
切
手
購
入
な
ど
も
し

た
。

リッジウッド

町を探検
NJ日本人学校

http://www.betteratmath.com
http://shidogakuin.com
https://satoricollegeplanning.com/
http://starchildny.com
http://www.jwsny.org
http://www.gwjs.org
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Ｑ　

い
よ
い
よ
帰
国
が
決
ま
り

そ
う
で
す
。
帰
国
生
受
入
校
に

は
ど
ん
な
学
校
が
あ
り
ま
す

か
？

Ａ　

中
高
帰
国
生
受
入
校
に
つ

い
て

　

多
く
の
学
校
で
行
わ
れ
て
い

る
帰
国
生
向
け
選
抜
︵
入
試
︶

で
は
、
入
試
科
目
数
、
英
語
試

験
、
作
文
、
面
接
、
書
類
選
考

な
ど
入
試
形
態
に
違
い
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
帰
国
生
の
た
め
の

人
数
枠
が
あ
る
場
合
、
帰
国
生

の
合
格
基
準
が
別
に
設
定
さ
れ

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
帰

国
生
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
滞

在
期
間
、
帰
国
後
経
過
年
数
、

保
護
者
の
勤
務
な
ど
条
件
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
各
学
校

︵
私
立
︶・
教
育
委
員
会
︵
公
立
︶

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
帰
国
生
受
入
校
の
タ
イ
プ
に

つ
い
て

︵
１
︶
日
本
語
や
日
本
の
教
育

内
容
の
遅
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

学
校

　

国
語
の
学
習
に
は
文
化
的
な

理
解
が
必
要
で
す
か
ら
、
漢
字

が
出
来
る
か
出
来
な
い
か
と
い

う
だ
け
で
は
な
く
、
長
く
日
本

文
化
と
触
れ
る
機
会
が
少
な
か

っ
た
場
合
は
難
し
い
面
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
歴
史
な
ど
社
会
系

の
科
目
や
習
っ
て
い
な
い
理
科

の
範
囲
、
家
庭
科
や
保
健
の
授

業
の
内
容
も
決
し
て
理
解
が
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ

う
な
帰
国
生
に
対
し
て
、
抜
き

出
し
ク
ラ
ス
や
到
達
度
別
授
業

ク
ラ
ス
編
成
ま
た
は
放
課
後
補

習
の
時
間
の
設
置
の
あ
る
学
校

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
が
な
い

場
合
で
も
遅
れ
て
い
る
と
こ
ろ

を
い
つ
で
も
サ
ポ
ー
ト
す
る
姿

勢
を
も
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

︵
２
︶
外
国
語
︵
英
語
︶
を
保
持

し
、
さ
ら
に
伸
張
さ
せ
る
学
校

　

英
語
を
重
視
し
て
い
る
学
校

は
公
私
立
と
も
と
て
も
多
い
で

す
が
、
そ
の
レ
ベ
ル
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
現
地
校
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
が
長
い

お
子
様
の
場
合
、
海
外
と
同
等

の
英
語
に
よ
る
授
業
を
う
け
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
良
い
の
で
す

が
、
な
か
な
か
難
し
い
状
況
で

す
。
そ
の
よ
う
な
条
件
の
な
か

で
も
様
々
な
工
夫
を
し
て
い
る

学
校
も
あ
り
ま
す
の
で
、
少
し

詳
し
く
授
業
の
内
容
ま
で
直
接

問
合
せ
て
み
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

︵
３
︶
海
外
体
験
を
生
か
す
こ

と
の
出
来
る
学
校

　

海
外
滞
在
で
獲
得
し
た
こ
と

は
言
語
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
文
化

の
違
い
に
直
面
し
、
お
子
様
は

国
際
性
や
サ
バ
イ
バ
ル
能
力
を

身
に
つ
け
て
い
る
と
言
え
ま

す
。
帰
国
生
の
海
外
体
験
を
生

か
す
こ
と
の
で
き
る
場
を
ど
の

く
ら
い
提
供
し
て
い
る
か
、
生

徒
の
自
主
性
を
重
ん
じ
、
生
徒

自
身
が
積
極
的
に
企
画
・
実
行

し
て
い
る
か
︵
学
校
祭
な
ど
︶、

討
論
︵
デ
ィ
ベ
ー
ト
︶・
発
表

の
場
が
あ
る
か
、
海
外
に
関
心

を
持
つ
よ
う
な
行
事
︵
模
擬
国

連
・
短
期
留
学
な
ど
︶
が
あ
る

か
、
ま
た
生
徒
の
個
性
を
発
揮

す
る
よ
う
な
行
事
が
あ
る
か
ど

う
か
な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

︵
４
︶
進
学
指
導
に
熱
心
な
学

校
・
海
外
進
学
に
熱
心
な
学
校

　

入
学
時
に
遅
れ
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
っ
て
も
、放
課
後
学
習
、

小
テ
ス
ト
、外
部
テ
ス
ト
受
験
、

塾
と
の
連
携
な
ど
の
き
め
細
か

い
指
導
を
通
じ
て
、
国
内
の
進

学
に
間
に
合
わ
せ
る
こ
と
を
熱

心
に
指
導
し
て
い
る
学
校
が
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
海
外
進
学
に

力
を
入
れ
て
い
る
学
校
も
あ
り

ま
す
。

︵
５
︶
特
に
特
別
な
入
試
も
、

特
別
な
指
導
も
な
い
学
校

　

学
力
の
高
い
帰
国
生
を
受
け

入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
他
の
生

徒
が
外
国
語
︵
英
語
︶
や
外
国

の
文
化
へ
の
関
心
を
高
め
た
り

す
る
プ
ラ
ス
の
影
響
を
期
待
し

て
い
る
学
校
も
あ
り
ま
す
。
日

本
人
学
校
出
身
者
も
大
い
に
活

躍
の
場
が
あ
り
ま
す
。

○
学
校
の
情
報
は
、学
校
訪
問
・

個
別
説
明
会
に
参
加
で
き
な
い

場
合
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
学
校

説
明
会
・
面
談
か
ら
情
報
を
得

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

当
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団

で
は
、
６
月
か
ら
﹁
帰
国
生
の

た
め
の
学
校
説
明
会
︵
オ
ン
ラ

イ
ン
企
画
︶﹂
が
開
始
し
、
各

学
校
の
ラ
イ
ブ
配
信
に
よ
る
学

校
説
明
会
の
他
に
も
、
学
校
選

び
の
ポ
イ
ン
ト
、
体
験
談
な
ど

を
視
聴
で
き
ま
す
。
教
育
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
﹁
オ
ン
ラ
イ

ン
個
別
教
育
相
談
ま
た
は
メ
ー

ル
相
談
﹂も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

本
年
４
月
か
ら
、
帰
国
生
受

入
校
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
し

て
、
帰
国
生
受
入
校
と
の
情
報

交
換
ご
相
談
を
通
じ
、
帰
国
生

受
け
入
れ
の
さ
ら
な
る
拡
充
を

め
ざ
し
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

中学高校の帰国生受入校のいろいろ
海外子女教育振興財団

 帰国生受入校コンシェルジュ

中山順一 

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
︶
の
３
年

生
は
、
７
日
に
社
会
科
移
動
教

室
で
グ
リ
ニ
ッ
チ
市
庁
舎
と
グ

リ
ニ
ッ
チ
図
書
館
を
訪
れ
た
。

　

市
庁
舎
で
は
、
議
員
で
あ
る

フ
レ
ッ
ド
・
カ
ミ
ロ
氏
か
ら
街

の
歴
史
や
市
役
所
の
仕
事
に
つ

い
て
話
を
聞
い
た
。
子
供
た
ち

は
﹁
市
役
所
に
は
い
く
つ
の
部

署
が
あ
っ
て
ど
ん
な
仕
事
を
し

て
い
る
の
で
す
か
﹂
﹁
住
み
や

す
い
街
に
す
る
た
め
に
、
考
え

て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
﹂
等

と
質
問
し
、
市
役
所
が
市
民
の

安
全
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

図
書
館
で
は
、
職
員
に
各
フ

ロ
ア
の
本
や
施
設
を
紹
介
し
て

も
ら
っ
た
。
普
段
入
る
こ
と
の

で
き
な
い
返
却
ボ
ッ
ク
ス
の
裏

側
の
部
屋
に
入
り
、
本
が
返
却

さ
れ
る
様
子
や
そ
の
後
の
処
理

に
つ
い
て
見
学
し
た
。
最
後
の

質
問
タ
イ
ム
で
は
、
時
間
い
っ

ぱ
い
ま
で
た
く
さ
ん
の
子
供
が

疑
問
や
気
付
い
た
こ
と
を
発
表

し
、
図
書
館
の
仕
組
み
や
工
夫

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
。
普
段
利
用
し
て
い
る
公
共

施
設
が
私
た
ち
の
生
活
を
支

え
、
豊
か
に
し
て
く
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
実
感
す
る
社
会

科
移
動
教
室
と
な
っ
た
。

街の公共施設

市庁舎と図書館
NY日本人学校の児童訪問

　

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
︵
新
元
良
一
校
長
︶
全
日
課

程
幼
児
部
は
17
日
、
体
育
館
で

運
動
会
ご
っ
こ
を
実
施
し
た
。

運
動
会
は
年
長
に
よ
る
﹁
選
手

宣
誓
﹂
で
ス
タ
ー
ト
。
続
い
て

か
け
っ
こ
、
玉
入
れ
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
は
休
む
間
も
な
く
競

技
に
参
加
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

参
観
し
て
い
る
保
護
者
に
楽
し

く
の
び
の
び
と
活
動
し
て
い
る

姿
を
披
露
し
た
。

　

か
け
っ
こ
で
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
に
立
ち
、
一
人
ひ
と
り
名
前

が
呼
ば
れ
る
と
、
体
育
館
中
に

響
き
渡
る
よ
う
な
大
き
な
声
で

返
事
。
中
に
は
気
合
を
入
れ
て

ポ
ー
ズ
を
決
め
る
子
ど
も
も
。

そ
し
て
﹁
よ
ー
い
ド
ン
﹂
と
笛

が
な
る
と
ゴ
ー
ル
を
め
が
け
て

ま
っ
し
ぐ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
が
走

っ
て
い
っ
た
。
玉
入
れ
で
は
無

我
夢
中
で
次
か
ら
次
へ
と
玉
を

入
れ
る
子
ど
も
や
、
落
ち
た
玉

を
か
き
集
め
る
の
に
必
死
な
子

ど
も
の
姿
が
見
ら
れ
た
。

運
動
会
ご
っ
こ

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

幼
稚
園
部
︵
濟
藤
和
彦
校
長
︶

は
12
日
、七
夕
祭
り
を
行
っ
た
。

子
供
た
ち
は
、
色
と
り
ど
り
の

模
様
の
浴
衣
や
甚
平
姿
で
参
加

し
た
。
願
い
事
を
書
い
た
短
冊

が
つ
い
た
笹
の
葉
を
バ
ッ
ク

に
、
先
生
に
よ
る
七
夕
劇
を
真

剣
に
み
た
り
、
元
気
に
七
夕
の

歌
を
歌
っ
た
り
、
七
夕
に
関
す

る
ク
イ
ズ
を
楽
し
ん
だ
り
し

た
。
外
が
晴
れ
た
の
で
、
最
後

は
手
作
り
の
う
ち
わ
を
持
っ

て
、
エ
ビ
カ
ニ
ク
ス
音
頭
を
校

舎
の
中
庭
で
踊
っ
た
。
子
供
た

ち
が
一
生
懸
命
に
楽
し
く
踊
っ

て
い
る
姿
を
見
て
、
保
護
者
ら

も
嬉
し
そ
う
だ
っ
た
。
先
生
、

子
供
た
ち
、
家
族
と
も
に
楽
し

い
一
時
と
な
っ
た
。

プリンストン日本語学校

幼稚園部で七夕祭り

http://www.joes.or.jp
mailto:sodanjigyo@joes.or.jp
https://www.waseda-ac.co.jp/abroad/school/newyork.html
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新俳句グランプリ 2022

応募要項 www.artofhaiku.org 詳細は、ウェブサイトの英語版をご覧下さい。
About offi cial rules of “New Haiku Grand Prix” in English, go to the website.

 期間
北米伊藤園新俳句グランプリ2022は、米国東部時間2022年1月1日12:00AMから2022年10月31日
11:59PMまで開催します。

＊11月1日から12月31日にされた応募は2023年1月分扱いとします。　　

 応募資格
このコンテストへの参加は、米国居住者に限ります。北米伊藤園、ニューヨーク生活プレス社および

これらの親会社、関連会社、広告宣伝担当会社や家族からの応募は無効となります。応募者は、募

集要項に同意したものとみなされます。

 応募について
日本語あるいは英語の俳句を応募いただけます。応募期間は10回に分かれています。

日本語部門（18歳以上）　五七五の音のリズムで表現してください。季語などの厳密なルールは問

いません。

英語部門（18歳以上）　以下のモデルを参考に表現してください。

18歳未満部門　日本語、英語、どちらでも応募できます。

［学校賞］　毎月の候補作品の総計が一番多かった学校に、学校賞として表彰状をお送りします。

 応募方法
Emai l　メールのタイトルを、「ITO EN New Haiku Contest Submission」として、

HaikuGrandPrix@gmail.comまでお送りください。

応募する俳句を氏名、住所、電話番号、生年月日、Emailアドレス、学生の場合は学校名を添えてお送

りください。

オンライン　www.artofhaiku.org からご応募いただけます。

※13歳未満の方が応募される場合は、こちらを厳守ください。

応募する俳句に、氏名、住所、電話番号、生年月日、学生の場合は学校名、両親または法的な親権者

のEmailアドレスとコンテスト参加を承認するサインを添えて、Eメールで応募してください。

 応募期間のスケジュール

応募方法にかかわらず、お一人様、各応募期間に1つの俳句を応募いただけます。応募方法にかかわ

らず、お一人様から各応募期間に1つ以上の俳句が応募されてきた場合、最初の1つのみを有効とさ

せていただきます。またこのコンテストは、日本の伊藤園が行っているものとは別のものです。

 応募上の注意
・応募される俳句は、日本語あるいは英語のどちらかとさせていただきます。

・応募される俳句は、オリジナルで、未発表のものに限ります。

 審査スケジュール
応募いただいた作品は、下記のように応募期間単位で審査され、候補作品が選出されます。候補作

品とならなかった作品は、翌応募期間には持ち越されません。同じ作品が再度審査されるために

は、再度別の応募期間に応募する必要があります。

金賞、銀賞、銅賞は、各応募期間から選ばれた全候補作品の中から、2022年11月25日ごろ選ばれます。

 審査基準
以下の基準で審査されます。創造性　40%　　独自性　40%　　表現の明確さ　20%

金賞、銀賞、銅賞の審査には、大高翔、江坂衣代、大江千里、田中太山、スコット・メイソン（敬称

略）が参加する予定です。

 通知
各応募期間から選出される候補作品の作者への通知は、郵便かEmailか電話で行われます。候補作

品の作者、金賞、銀賞、銅賞の作者は、通知後3日以内に応募資格を満たしていることなどを示す書

類にサインして返却していただく必要があります。これが行われなかった場合は無効となります。

 賞品（予定）
金賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）3ケース＋トロフィー

銀賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）2ケース＋トロフィー

銅賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）1ケース＋トロフィー

候 補 作 品 は 、各 応 募 期 間 の 翌 月 第 4 週 号 の「 週 刊 N Y 生 活 」、ウ ェ ブ サ イト

 （www.artofhaiku.org）に掲載されます。候補作品への賞品はありません。金賞、銀賞、銅賞は、

2023年新年号の「週刊NY生活」、ウェブサイト（www.artofhaiku.org）に掲載されます。

 その他
応募いただいた作品の著作権は、北米伊藤園に帰属するものとします。その他詳細な応募要項は、

ウェブサイトの英語版オフィシャルルールをご覧ください。 

応募期間 開始 終了 Email・オンラインでの応募締め切り

6 6/1/22 6/30/22 11:59:59pm 6/30/22

7 7/1/22 7/31/22 11:59:59pm 7/31/22

8 8/1/22 8/31/22 11:59:59pm 8/31/22

9 9/1/22 9/30/22 11:59:59pm 9/30/22

10 10/1/22 10/31/22 11:59:59pm 10/31/22

応募
期間

開始 終了
候補者への
おおよその

通知日

日本語部門から
選出される
候補作品

英語部門から
選出される
候補作品

18 歳未満部門
から選出される

候補作品

6 6/1/22 7/6/22 7/7/22 7 7 7

7 7/1/22 8/4/22 8/5/22 7 7 7

8 8/1/22 9/7/22 9/8/22 7 7 7

9 9/1/22 10/4/22 10/5/22 7 7 7

10 10/1/22 11/4/22 11/5/22 7 7 7

北米伊藤園新俳句グランプリ2022　主催：ニューヨーク生活プレス社　特別協賛：北米伊藤園　アドミニストレーター：Marden-Kane, Inc.

北米伊藤園

日
本
語
部
門

英語部門

18
歳
未
満
部
門

梅
雨
の
候 

ノ
マ
ド
集
い
し 

珈
琲
店 

前
田
須
美
子  

Ｎ
Ｊ
州

幼
子
が 

指
差
し
広
げ
る 

我
の
視
野

渡
邊
貴
英  

Ｍ
Ａ
州    

芝
刈
り
の 

音
に
張
り
合
っ
て 

鳥
の
啼
く

R
ie Tanaka  

Ｋ
Ｓ
州

夏
が
来
る 
心
の
空う
ろ

も 

き
ら
め
い
て

原
田
裕
太  

Ｎ
Ｙ
州

雫
す
る 

雨
後
の
緑
よ 
光
る
波

芦
川
桜
子  

Ｎ
Ｙ
州

夏
帽
子 

ひ
と
息
つ
け
ば 

歩
道
橋
　
斉
藤
照
枝  
Ｎ
Ｙ
州

生
家
跡 

崩
れ
土
蔵
に 

葱
坊
主岡

部
加
都
恵  

Ｎ
Ｊ
州

と
ま
と
植
え 

そ
父
思
い
出
す 

つ
め
の
ど
ろ
　

宇
佐
美
樹
里
愛  

Ｐ
Ａ
州

︵
ノ
ー
ス
ペ
ン
日
本
語
学
園
小
６
　
11
歳
︶
　

 

エ
メ
ラ
ル
ド 

グ
リ
ー
ン
の
ベ
ッ
ド 

春
の
に
わ
　

ブ
ラ
タ
ニ
ー
ナ
美
歌  

Ｎ
Ｙ
州

︵
リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校
小
６
　
11
歳
︶

ヒ
ヤ
シ
ン
ス 

す
く
す
く
の
び
ろ 

せ
い
く
ら
べ
　
　

福
田
茉
耶  

Ｐ
Ａ
州

︵
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
３
　
８
歳
︶

　
　

桜
散
る 

ち
ょ
っ
と
ま
っ
て
よ 

春
風
さ
ん
　

グ
エ
ン
羽
美  

Ｍ
Ａ
州

︵
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
４
　
９
歳
︶
　
　
　

も
も
色
に 

光
り
流
る
る 

春
の
川
　

内
藤
リ
ア
景
子  

Ｍ
Ａ
州

︵
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
４
　
９
歳
︶
　
　

子
ど
も
の
日 

小
さ
く
な
っ
た 

か
ぶ
と
着
る
　

丸
橋
玄
侍  

Ｍ
Ａ
州

︵
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
４
　
９
歳
︶
　

あ
た
た
か
い
　
春
の
よ
う
気
に
　
ぼ
く
ひ
る
ね
　

ハ
ラ
ス
テ
イ
ン
翔
元  

Ｍ
Ａ
州

︵
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
４
　
９
歳
︶
　
　

at the height
of the meteor shower
� rst kiss!

─Earl Keener,WV 
  
foreclosure
her da� odils
keeping the faith

─Dan Schwerin,WI 

autumn loneliness . . .
songs tucked between
an old guitar’s frets

─Jonathan Roman, NY

dry summer noon
the exhaust fumes
of the missed bus

─Raj Bose, HI

� re� ies
in a jar
growing darker

─Ruth Holzer, VA

ikebana
the careful arrangement
of silence

─Barrie Levine, MA

   an instant
between tug and momentum--
        � y ball

 ─Brett Brady, HI

「5月選考通過作品」

　　「北米伊藤園・新俳句グランプリ2022」の5月分の応募を締め切り、厳
正な検証作業の結果、掲載されている日本語7句、英語7句、日英句(18歳

未満)7句が選出されたことをお知らせします。多くの方々から応募を頂い

たことに深く御礼申し上げます。

 　今回選ばれた俳句は年間大賞の候補作品となります。今後も各月に日

本語7句、英語7句、日英句(18歳未満)7句がセミ・ファイナリストとして選出

されます。現在も引き続き6月分の応募を受け付けており、10月31日まで

随時募集しておりますので、ふるってご応募ください。

http://www.artofhaiku.org
mailto:HaikuGrandPrix@gmail.com%E3%81%BE%E3%81%A7%E3%81%8A%E9%80%81%E3%82%8A%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84%E3%80%82
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
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僕
達
は
戦
争
に
つ
い
て
何
を

知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？
ほ

と
ん
ど
の
人
は
学
校
の
社
会
科

の
授
業
で
習
っ
た
り
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ
、
映
画
な

ど
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
情
報
を
得

た
り
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。

　

僕
は
小
学
四
年
生
の
時
に
広

島
の
原
爆
資
料
館
を
訪
れ
ま
し

た
。
こ
こ
で
の
体
験
は
当
時
小

学
生
の
僕
に
強
烈
な
印
象
を
与

え
ま
し
た
。
僕
は
原
爆
資
料
館

で
丸
焦
げ
に
焼
け
た
人
や
、
街

の
全
て
が
破
壊
さ
れ
た
写
真
を

見
ま
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
人
で

こ
う
い
っ
た
写
真
を
見
た
こ
と

が
あ
る
人
は
ど
れ
だ
け
い
る
で

し
ょ
う
か
？
学
校
の
社
会
科
の

授
業
で
原
爆
に
つ
い
て
習
い
ま

す
が
、
見
る
写
真
は
原
爆
を
落

と
す
飛
行
機
や
キ
ノ
コ
雲
の
写

真
で
残
酷
な
写
真
は
ほ
と
ん
ど

見
な
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
し

て
ど
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ

て
日
本
に
原
爆
が
落
と
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
か
や
、
ア
メ

リ
カ
政
府
が
で
き
る
だ
け
早
く

戦
争
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
に
原

爆
を
使
用
し
た
と
か
、
ア
メ
リ

カ
の
原
爆
使
用
の
正
当
化
を
歴

史
の
授
業
で
習
っ
た
時
、
僕
の

頭
の
中
に
は
丸
焦
げ
の
人
や
川

に
浮
か
ん
で
い
る
沢
山
の
人
々

の
映
像
が
浮
か
び
ま
し
た
。
そ

し
て
爆
弾
を
落
と
さ
れ
た
側
の

人
々
の
そ
の
後
に
つ
い
て
は
習

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
と
え
爆

弾
で
死
な
な
か
っ
た
と
し
て
も

そ
の
後
長
い
間
に
渡
っ
て
放
射

能
の
後
遺
症
に
悩
ま
さ
れ
た
沢

山
の
人
々
の
こ
と
を
知
る
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。

　

僕
が
こ
の
作
文
を
書
く
に
あ

た
っ
て
と
て
も
長
い
時
間
が
か

か
り
ま
し
た
。
原
爆
や
戦
争
が

題
材
だ
と
全
く
筆
が
進
ま
な
い

の
で
す
。
ま
さ
に
こ
の
状
態
が

人
々
が
原
爆
や
戦
争
に
つ
い
て

語
り
た
く
な
い
理
由
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
つ
ら
い
こ
と
や
残
酷

な
こ
と
か
ら
目
を
そ
む
け
た
く

な
る
の
は
仕
方
の
な
い
こ
と
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も

目
を
そ
ら
さ
ず
し
っ
か
り
と
現

実
を
見
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
戦
争
で
戦
っ
た
兵
士

や
被
害
を
受
け
た
人
々
が
投
げ

か
け
た
す
べ
て
の
痛
み
と
涙
の

映
像
を
見
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

日
本
に
原
爆
投
下
さ
れ
て
か

ら
も
う
す
ぐ
77
年
が
た
ち
ま
す

が
、
今
で
も
世
界
で
は
戦
争
や

紛
争
が
絶
え
ま
せ
ん
。
地
球
を

吹
き
飛
ば
す
の
に
十
分
な
核
兵

器
を
も
う
す
で
に
持
っ
て
い
る

の
に
、
な
ぜ
こ
れ
以
上
強
力
な

兵
器
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う

か
？ 

爆
弾
を
落
と
せ
と
命
令

す
る
司
令
官
の
目
の
前
に
、
そ

の
爆
弾
を
使
用
し
た
後
の
映
像

を
差
し
出
し
た
と
し
て
も
命
令

を
変
え
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

世
界
中
の
人
が
こ
ん
な
こ
と
は

意
味
が
な
い
と
声
を
上
げ
て
も

や
め
る
こ
と
は
し
な
い
の
で
し

ょ
う
か
？ 

戦
争
の
こ
と
を
考

え
る
と
色
々
な
思
い
が
ル
ー
プ

し
て
結
局
答
え
が
見
つ
か
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
で
も
僕
は
人
々
が

語
り
た
く
な
い
歴
史
を
創
る
の

で
は
な
く
、
未
来
に
語
り
た
く

な
る
歴
史
を
創
る
ほ
う
を
選
び

た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　

︵
米
国
生
ま
れ
︶　

 ﹁
戦
争
に
つ
い
て
﹂

　
　
　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
　
春
太
郎

週刊 NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定

 ●年間賞＝「最優秀」「一席」「二席」「三席」「佳作」の各賞に賞品を贈ります。「最優秀」１人には
全日空の日米往復航空券（１枚）を進呈いたします。●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリカ
生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください（随時募集）。ただし、未発表の作品に限ります。
●文字数＝1000 字（400 字詰め原稿用紙なら２枚半）を目安に最長 2000 字まで。●写真を必ず添
えて、住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、学年、保護者名、E メールアドレスを明記のこと。
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Word 原稿に写真データと上記応募規定にある個人情報を添えて 

nyseikatsu.sakubun@gmail.com までお送りください。

 主催 : ニューヨーク生活プレス社　後援 : 全日本空輸株式会社
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当
日
、
数
日
前
に
は
な
か

っ
た
緊
張
感
が
出
て
き
ま
し

た
。
今
年
は
﹁
団
長
﹂
と
い

う
立
場
で
迎
え
る
運
動
会
。

長
年
憧
れ
た
応
援
団
長
に
な

る
こ
と
が
で
き
た
嬉
し
さ
に

浸
っ
て
い
る
間
も
な
く
練
習

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
休

み
時
間
に
は
ほ
と
ん
ど
練
習

が
入
っ
て
い
て
、
お
弁
当
を

急
い
で
食
べ
て
誰
よ
り
も
早

く
練
習
に
向
か
う
日
々
で
し

た
。
優
勝
を
目
指
し
て
、
毎

日
せ
わ
し
な
く
学
校
内
を
駆

け
回
っ
て
い
ま
し
た
。
私
の

今
年
の
モ
ッ
ト
ー
は
﹁
最
初

で
最
後
と
い
う
名
の
最
高
﹂

を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
。
出

会
い
と
別
れ
が
多
い
G
J
S
。

こ
の
メ
ン
バ
ー
、
そ
し
て
こ

の
校
舎
で
き
る
最
後
の
運
動

会
。
み
ん
な
に
と
っ
て
最
高

の
思
い
出
に
し
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
活
力
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
５
月
10
日
、
私
た

ち
が
待
ち
に
待
っ
た
運
動
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
会
宣

言
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
発
表
、
ラ

ジ
オ
体
操
…
つ
い
に
今
ま
で

の
成
果
を
発
揮
す
る
瞬
間
が

き
ま
し
た
。
白
団
団
長
の
見

さ
ん
と
の
﹁
位
置
に
つ
け
！
﹂

か
ら
始
ま
る
応
援
合
戦
。
静

ま
り
返
っ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

緊
張
感
が
走
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
始
ま
っ
て
し
ま
え
ば

あ
っ
と
い
う
間
で
、
ど
ん
ど

ん
楽
し
く
な
っ
て
時
間
が
過

ぎ
て
い
き
ま
し
た
。
私
は
自

分
の
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
等
部
表
現
で
は

集
団
行
動
に
続
き
、
ダ
ン
ス

も
行
い
ま
し
た
。
実
行
委
員

を
中
心
に
少
な
い
時
間
で
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
協
力
し
合

っ
た
時
間
も
思
い
出
深
く
感

じ
ま
す
。
正
直
不
安
な
面
も

あ
り
ま
し
た
が
、
本
番
で
は

一
人
一
人
が
持
っ
て
い
る
力

を
最
大
限
出
し
き
れ
た
と
思

い
ま
す
。
表
現
ダ
ン
ス
の
最

後
の
﹁
G
J
S
最
高
！
﹂
と

い
う
円
陣
で
さ
ら
に
中
等
部

が
一
つ
に
な
っ
た
気
が
し
ま

し
た
。
戦
っ
た
か
ら
に
は
結

果
が
つ
き
も
の
で
す
が
、
誰

も
が
輝
い
て
い
た
の
で
み
ん

な
優
勝
だ
と
思
い
ま
す
。
自

分
の
役
目
を
無
事
果
た
せ

た
こ
と
へ
の
安
堵
感
や
感

動
、
G
J
S
の
良
さ
を
身
に

染
み
て
感
じ
ま
し
た
。
自
分

自
身
が
成
長
で
き
、
皆
と
絆

が
深
ま
り
、
色
々
な
こ
と
が

学
べ
た
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

G
J
S
、
本
当
に
最
高
で
す
。

　
　

  　
︵
滞
米
５
年
２
か
月
︶

　

と
あ
る
水
そ
う
に
、
お
よ

ぎ
方
を
学
べ
る
お
よ
ぎ
方
教

室
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中

に
は
、
二
ひ
き
の
金
魚
が
は

た
ら
い
て
い
ま
す
。
そ
の
金

魚
の
名
前
は
、
お
も
ち
と
み

か
ん
と
言
い
ま
す
。
お
も
ち

は
、
い
つ
も
フ
レ
ー
ク
を
手

に
も
て
ち
ま
す
。
み
か
ん
は
、

い
つ
も
れ
い
せ
い
で
す
。
最

初
の
レ
ッ
ス
ン
は
む
り
ょ
う

で
す
が
、
２
回
目
の
レ
ッ
ス

ン
か
ら
毎
レ
ッ
ス
ン
に
三
十

フ
レ
ー
ク
か
か
り
ま
す
。

　

こ
の
お
よ
ぎ
方
教
室
は
、

百
ぴ
き
か
ら
三
百
の
魚
た
ち

が
か
よ
っ
て
い
ま
す
。
な
の

で
、
ど
ち
ら
か
が
ふ
ぐ
合
が

あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
休
み
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
な
の

で
、
お
も
ち
と
み
か
ん
は
、

な
る
べ
く
か
ぜ
に
な
ら
な
い

よ
う
に
た
い
さ
く
を
し
て
い

る
ら
し
い
で
す
。

　

お
よ
ぎ
方
い
外
の
も
う
一

つ
、
と
く
べ
つ
な
ダ
ン
ス
を

教
え
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
名

は
、
口
ば
し
ダ
ン
ス
で
す
。

そ
の
名
の
と
お
り
、
口
ば
し

を
の
ば
し
な
が
ら
い
ろ
ん
な

ダ
ン
ス
ム
ー
ブ
を
す
る
ダ
ン

ス
で
す
。
そ
の
ダ
ン
ス
は
、

そ
の
お
店
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
で

作
っ
た
も
の
な
の
で
、
そ
の

水
そ
う
に
す
ん
で
い
て
、
そ

の
お
よ
ぎ
方
教
室
に
行
っ
て

い
る
魚
だ
け
が
知
っ
て
い
る

ダ
ン
ス
で
す
。
で
す
が
、
最

近
は
、
魚
ス
マ
ホ
が
世
か
い

中
で
は
や
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
も
、
と
く
に
、
ダ
ン

ス
な
ど
を
S
N
S
に
上
げ
る

の
が
は
や
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
お
も
ち
と
み
か
ん

が
口
ば
し
ダ
ン
ス
の
ど
う
画

を
と
う
こ
う
し
た
ら
、
と
て

も
は
や
っ
て
、
今
で
は
世
か

い
中
の
魚
が
、
口
ば
し
ダ
ン

ス
を
S
N
S
に
上
げ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
お
店
も

話
だ
い
に
な
り
、
い
ろ
ん
な

水
そ
う
で
、
金
魚
の
お
よ
ぎ

方
教
室
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
お
店
は
世
か
い
で
も
大

人
気
で
し
た
。
そ
の
こ
ろ
、

お
も
ち
と
み
か
ん
も
ま
だ
は

た
ら
い
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
ず
っ
と
楽
し
く
、
仕
事

を
つ
づ
け
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

  

 ■児童生徒作文のページ■

 （記載学年は応募時のものです）

 ﹁
最
初
で
最
後
の
運
動
会
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
部
　
葵

　

今
ぼ
く
は
、
合
気
道
を
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
か

と
い
う
と
、
早
く
赤
お
び
を

手
に
入
れ
た
い
か
ら
で
す
。

ぼ
く
は
あ
と
四
つ
の
し
け
ん

に
合
か
く
す
る
と
赤
お
び
が

も
ら
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

一
番
が
ん
ば
っ
て
練
習
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
動
き
は
、

﹁
受
け
身
﹂
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、

全
部
の
し
ん
さ
で
﹁
受
け
身
﹂

が
出
題
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

　

せ
ん
日
、
オ
レ
ン
ジ
の
お

び
の
し
ん
さ
を
う
け
ま
し
た
。

十
五
人
く
ら
い
の
人
が
見
て

い
ま
し
た
。
ま
ず
、
一
人
で

﹁
入
り
み
転
か
ん
﹂
と
い
う
動

き
を
見
せ
ま
し
た
。
次
に
、﹁
受

け
身
﹂
を
見
せ
ま
し
た
。
そ

の
後
は
、
相
手
の
人
と
三
つ

の
動
き
を
し
ま
し
た
。

　

合
か
く
し
た
の
で
、
先
生

か
ら
オ
レ
ン
ジ
の
お
び
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
う
れ
し
か

っ
た
の
で
す
が
、
み
ん
な
に

は
く
手
を
さ
れ
た
の
で
、
て

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

オ
レ
ン
ジ
お
び
の
後
は
、
み

ど
り
、
青
、
む
ら
さ
き
の
お

び
が
も
ら
え
、
さ
い
後
に
赤

の
お
び
が
も
ら
え
ま
す
。
ぼ

く
は
毎
日
練
習
を
し
て
、
早

く
赤
お
び
を
も
ら
い
た
い
で

す
。

　
　

  　
︵
滞
米
９
年
４
か
月
︶

 「今がんばっていること」
　　　　　　ニューヨーク育英学園全日制小３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　松田　真士

 ﹁
金
魚
の
商
売
﹂

　
　
　
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
川
　
こ
う
多

き
れ
い
な
青
空

空
の
色
っ
て

だ
れ
が
作
っ
た
ん
だ
ろ
う

み
ん
な
も
作
れ
る
か
な
？

で
き
な
い　

で
き
な
い

に
た
色
は
作
れ
る

だ
け
ど
空
の
色
は

か
み
さ
ま
が
作
っ
た

　
　
　
　
　

  　
︵
滞
米
３
年
︶

＊
青
空
が
す
ご
く
き
れ
い
だ

っ
た
か
ら
み
ん
な
に
知
ら
せ

た
い
な
と
思
っ
て
、
こ
の
詩
を

書
き
ま
し
た
。

mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
https://japaneseschool.org
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 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ら
数
分
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
北
部
へ
の
玄
関
口

で
あ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
は
、
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
ト
レ
ン
デ

ィ
な
街
と
い
え
る
。
ブ
テ
ィ
ッ
ク
で
の
古
着
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
ウ

ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
フ
ー
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
楽
し
め
る
。
イ
ー

ス
ト
リ
バ
ー
沿
い
に
位
置
し
、
同
じ
名
前
の
橋
を
渡
っ
た
と
こ
ろ

に
あ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
は
、﹁
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
﹂
と
い
え

ば
多
く
の
人
が
最
初
に
思
い
浮
か
べ
る
イ
メ
ー
ジ
の
街
だ
。
し
か

し
、
最
寄
り
駅
に
よ
っ
て
見
せ
る
表
情
は
さ
ま
ざ
ま
な
で
、
こ
の

地
域
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
と
一
括
り
で
き
な
い
生
き
生
き
と
し
た
多

様
な
地
域
だ
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
か
ら
人
気
の
地
域
だ
が
、
あ
ら

ゆ
る
も
の
が
再
開
し
始
め
、物
件
は
取
り
合
い
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

写
真
の
部
屋
は
、
ワ
ン
ベ
ッ
ド
で
３
階
建
て
に
な
っ
て
い
る
デ

ュ
プ
レ
ッ
ク
ス
型
の
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
。
１
２
０
１
平
方
フ
ィ
ー

ト
と
い
う
広
い
床
面
積
は
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
な
ら
で
は
。
価
格
は

１
３
５
万
ド
ル
。
月
額
の
タ
ッ
ク
ス
は
５
２
６
ド
ル
。
頭
金
は

13
万
５
０
０
０
ド
ル
か
ら
。
管
理
費
は
月
額
８
１
５
ド
ル
。
問
い

合
わ
せ
は
電
話
９
１
４
・
３
７
４
・
７
１
９
５
、
Ｅ
メ
ー
ル　

T
ed.

M
atsum

oto@
corcoran.com

　
　

松
本
さ
ん
。

︵
写
真
提
供
・
コ
ー
コ
ラ
ン
不
動
産
︶

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
の

デ
ュ
プ
レ
ッ
ク
ス
型
の
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム

　

日
本
ク
ラ
ブ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
企
画
展
﹁
箪
笥
﹂
が
24
日

︵
金
︶
か
ら
８
月
４
日
︵
木
︶

ま
で
開
催
さ
れ
る
︵
協
賛
・
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
商
工
会
議
所

基
金
、
後
援
・
家
具
道
具
室
内

史
学
会
︶。
同
展
で
は
、
江
戸

時
代
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て

各
地
方
で
発
達
し
た
箪
笥
の

数
々
と
、
骨
董
箪
笥
を
現
代
式

に
リ
メ
イ
ク
し
た
箪
笥
約
40
点

を
紹
介
す
る
。

　

企
画
展
初
日
と
な
る
24
日

︵
金
︶
午
後
７
時
か
ら
８
時
ま

で
は
、
バ
ー
チ
ャ
ル
・
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
Ｚ

Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
行
わ
れ
る
。
家
具
道

具
室
内
史
学
会
会
長
の
小
泉
和

子
氏
は
箪
笥
の
歴
史
を
、
古
民

家
移
築
建
築
家
の
瀧
下
嘉
弘
氏

は
古
民
家
と
の
作
り
の
共
通
点

を
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
﹁
え
ん
が
わ
﹂

代
表
の
長
野
源
世
氏
は
革
新
的

ア
イ
デ
ア
で
改
造
さ
れ
た
箪
笥

に
つ
い
て
解
説
す
る
。
ま
た
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
と
し
て
、

バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
木
村
ま
り

氏
が
演
奏
を
披
露
す
る
。

　

参
加
費
無
料
だ
が
要
事
前

申
し
込
み
。
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ

ン
ワ
ー
カ
ー
へ
の
お
弁
当
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
任
意
寄
付

も

受

け

付

け

る
。

定

員

は

先

着

５

０

０

人
。

申

し

込

み
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

h
ttps://n

ippon
g

allery
.

nipponclub.org

を
参
照
。　

日本クラブ WEB ギャラリー
江戸時代から大正時代に発達

　

和
菓
子
店
の
源
吉
兆
庵
は
琴
奏

者
の
石
榑
雅
代
さ
ん
と
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
し
、
７
月
２
日
︵
土
︶

午
後
４
時
、
４
時
30
分
、
５
時
か

ら
の
３
回
、
マ
ジ
ソ
ン
店
︵
マ
ジ

ソ
ン
街
５
０
９
番
地
、
52
丁
目
と

53
丁
目
の
間
︶
で
琴
の
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
す
る
。
石
榑
さ
ん

と
藤
田
真
由
子
さ
ん
が
伝
統
的
な

日
本
の
曲
や
ア
ニ
メ
曲
、
有
名
な

ク
ラ
シ
ッ
ク
曲
な
ど
を
演
奏
す

る
。

　

マ
ジ
ソ
ン
店
店
長
の
ユ
ミ
氏

は
﹁
心
落
ち
着
く
美
し
い
琴
の
生

演
奏
に
癒
さ
れ
な
が
ら
、
涼
し
げ

な
夏
の
和
菓
子
を
楽
し
ん
で
欲

し
い
﹂
と
話
し
て
い
る
。
入
場

料
無
料
。
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
︵@

k.m
inam

oto_usa

︶
に
て
ラ
イ

ブ
配
信
も
予
定
し
て
い
る
。

７
月
２
日
に
３
回

和
菓
子
と
琴

源
吉
兆
庵
で

https://nippongallery
https://nippongallery
mailto:Matsumoto@corcoran.com
https://www.redacinc.com/
mailto:kayhasebe@gmail.com
http://newyork-apartment-realestate.com
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http://www.shoenrealty.com
mailto:tmamoru@msn.com
mailto:info@tsutech.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
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NYコミュニティに参加して、楽しいアクティブアダルトライフを！
　

﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
を
発
行
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
が
窓
口
と
な
っ
て
２
０

２
０
年
末
に
立
ち
上
げ
た
、
日
本
帰
国
支
援

サ

ー

ビ

ス
﹁FU

RU
SA

T
O

 PRO
JECT

﹂

の 

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
が
、
お
陰
様
で

こ
の
１
年
で
約
１
０
０
名
が
参
加
頂
け
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ

ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
、
こ
れ

か
ら
の
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
ど
の
よ
う
に
過
ご

し
て
い
く
の
か
。
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
た

り
、
悩
ん
で
い
る
方
々
に
対
し
て
、﹁
お
金
・

健
康
・
生
活
・
人
間
関
係
﹂
の
4
つ
の
ポ
イ

ン
ト
に
し
て
、
一
緒
に
悩
み
を
解
決
し
て
い

く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
を
毎
月
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
考
え
る
﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル

ト
ラ
イ
フ
﹂
は
、﹁
自
分
の
強
み
を
活
か
し
て

社
会
に
貢
献
す
る
エ
ル
ダ
ー
﹂
と
定
義
し
て

い
ま
す
。
日
本
へ
帰
国
し
た
後
、
皆
さ
ん
の

こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
、
強
み
を
活
か
し

て
、
日
本
を
、
そ
し
て
日
本
の
若
者
を
一
緒

に
元
気
に
し
た
い
! !
そ
う
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
世
界
が
一
変
し
ま
し
た
。

い
つ
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
と
実
感
し

た
か
ら
こ
そ
、
今
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
を
主
体
的
に
生
き
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
教
え
て
く
れ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
一
緒
に
ア

ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
を
築

き
、
人
生
よ
り
幸
せ
に
歩
ん
で
い

き
ま
せ
ん
か
？

　

次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の

方
は
、
是
非
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
ご
参
加
下
さ
い
。
ま
た
、
将
来

の
参
考
に
し
た
い
と
い
う
現
役
世

代
の
方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

☑
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
て
い

て
、
何
か
ら
始
め
て
良
い
か
分
か

ら
な
い
。

☑
日
本
へ
帰
国
を
考
え
て
い
る

け
ど
、
日
本
の
情
報
が
分
か
ら
な

い
。

☑
ア
メ
リ
カ
の
老
後
に
漠
然
と

し
た
不
安
を
抱
え
て
い
る
。

☑
身
寄
り
が
少
な
く
、
同
じ
よ
う
な
境
遇
の

方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
。

☑
日
本
帰
国
を
考
え
て
い
る
け
ど
誰
に
相
談

し
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
。

　

FU
RU

SA
T

O
 PRO

JECT

の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
、
あ
な
た
に
と
っ
て
抱
え
て
い

る
悩
み
の
解
決
に
繋
が
る
一
歩
を
踏
み
出
せ

る
と
思
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
今
後
も
さ
ら
に

特
典
を
充
実
し
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て

良
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。 

ご
友
人
等
で
お
困
り
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
是
非
こ
の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
！

　

有
料
・
無
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
共
に
、
会

員
へ
の
加
入
は　

Ｎ
Ｙ
事
務
局
窓
口
担
当　

久

松

茂
︵hisam

atsu@
nyseikatsu.com

︶

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
お
申
し
込
み
の

際
は
、
参
加
希
望
者
の
フ
ル
ネ
ー
ム
︵
日
本

語
表
記
・
英
語
表
記
共
に
︶、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
有
料
・
無

料
ど
ち
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ご
参
加
希
望

か
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

日本帰国支援サービス「FURUSATO PROJECT」

無料NYコミュニティ参加の特典

有料NYコミュニティ会員の特典

「ワークショップ・アクティブアダルトライフ～日本帰国を考える7回シリーズ～第3弾」（無料）

・日本の情報などこれからの老後生活に有益な情報
がメルマガで得られる

・オンラインのワークショップ等のセミナー案内が
優先的に届く

・ワークショップに参加できなかった方は、セミ
ナー動画の閲覧が可能

・お悩みに対して相談窓口が対応

・ニューヨークでの現地情報

・オンラインでの健康コンサルティングの料金特別
割引

無料会員の特典をさらにパワーアップし、有料会員
限定の特典をご提供します。

・LINEグループのオンラインコミュニティ（有料会員
の方同士でオンライン・オフラインで繋がれる）

・有料会員向けメルマガ（月1回の有料会員限定の
日本帰国に関する有益情報）

・セミナー優先案内と優先申込（事務局が主催する
セミナーを先行案内）

・有料会員限定イベント（今後一時帰国プランや住
まい探しイベントなどを企画予定）

・FURUSATO PROJECTサービスを特別価格にてご
提案

・少人数制イベントへの参加費は無料（一般参加は
2000円）

・上記に加え、無料コミュニティの特典も全て受け
られます

＜有料コミュニティ会費＞　月1,650円（税込）

FURUSATO PROJECT NY 事務局窓口担当／週刊 NY 生活　業務責任者・社長　　久松　茂　(hisamatsu@nyseikatsu.com)

FURUSATO PROJECT では、将来のご帰
国に向けた準備をスムーズにしていただ
くため、お客様それぞれのニーズに合わ
せた、「リアル一時帰国・視察 & 体験ツ
アー」と「バーチャル一時帰国・視察 &
体験ツアー」をご提案いたしております。
詳細は事務局までお問合せください。

NY コミュニティに登録すると、全 7 回シリーズのオンラインワークショップなどのイベントに参加できます。

◆ 3 月：日本に帰国するために必要なチェックリストと解決方法（終了）
◆ 5 月：帰国準備の進め方〜これからのキャッシュフローを万全にする〜（終了）
◆ 7 月：帰国準備の進め方〜 401K や年金、税金対策〜
◆ 9 月：帰国準備の進め方〜健康を手に入れる 今から取り組むべきこと〜
◆ 11月：帰国準備の進め方〜最適な賃貸・分譲を見つける対策〜
◆ 1 月：帰国準備の進め方〜最適な介護施設を見つける対策〜

2022 年（令和 4 年）6 月 25 日（土） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［文化・芸能］　　(18  )

 

﹁
ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
・
ワ
ー
ル
ド
﹂

三
部
作
の
最
終
章
。
公
開
以

来
2
週
間
連
続
で
ボ
ッ
ク
ス

オ
フ
ィ
ス
の
ト
ッ
プ
を
独
走

し
て
い
た
﹁
ト
ッ
プ
ガ
ン
＝

マ
ー
ベ
リ
ッ
ク
﹂
を
蹴
落
と

し
、
週
末
の
米
国
内
劇
場
成

績
は
1
億
４
３
４
０
万
ド
ル

を
た
た
き
出
し
た
。

　

マ
イ
ケ
ル
・
ク
ラ
イ
ト
ン

の
小
説
を
原
作
に
映
画
化
さ

れ
た
１
９
９
３
年
の
シ
リ
ー

ズ
一
作
目
︵
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・

ス
ピ
ル
バ
ー
グ
監
督
︶
か
ら

約
30
年
。
恐
竜
の
種
類
、
特

撮
効
果
と
も
大
い
に
ア
ッ
プ

し
た
が
中
生
代
生
物
を
よ
み

が
え
ら
せ
た
人
間
の
思
惑
や

脅
威
を
伴
う
生
態
系
の
急
激

な
変
化
に
対
す
る
畏
れ
、
憂

い
と
い
っ
た
心
情
的
な
テ
ー

マ
か
ら
、
シ
リ
ー
ズ
を
重
ね

る
ご
と
に
パ
ニ
ッ
ク
映
画
に

傾
斜
し
つ
つ
あ
る
。

　

前
作
の
イ
ス
ラ
・
ヌ
ブ
ラ

ル
島
で
の
火
山
噴
火
か
ら
4

年
。
島
か
ら
本
土
に
運
ば
れ

た
恐
竜
の
ほ
と
ん
ど
は
保
護

地
区
に
収
容
さ
れ
て
い
る
か
、

人
里
離
れ
た
森
な
ど
に
生
息

し
て
い
る
が
、
中
に
は
人
間

が
住
む
場
所
に
現
れ
野
獣
の

よ
う
に
人
間
を
脅
か
す
ケ
ー

ス
、
あ
る
い
は
逆
に
人
間
が

金
銭
目
的
で
恐
竜
の
捕
獲
を

試
み
る
な
ど
敵
対
的
﹁
共
存
﹂

を
呈
し
て
い
る
。

　

オ
ー
ウ
ェ
ン
︵
ク
リ
ス
・

プ
ラ
ッ
ト
︶
と
ク
レ
ア
︵
ブ

ラ
イ
ス
・
ダ
ラ
ス
・
ハ
ワ
ー
ド
︶

は
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ロ
ッ
ク

ウ
ッ
ド
の
孫
娘
メ
イ
ジ
ー
と

と
も
に
シ
エ
ラ
・
ネ
バ
ダ
の

山
小
屋
に
居
を
構
え
、
恐
竜

の
保
護
活
動
を
続
け
て
い
た
。

　

一
方
、
農
村
地
で
は
異
常

な
現
象
が
起
き
て
い
た
。
ニ

ワ
ト
リ
ほ
ど
の
大
き
さ
の
巨

大
な
イ
ナ
ゴ
が
大
量
に
発
生

し
田
畑
を
食
い
荒
ら
す
。
古

植
物
学
者
の
エ
リ
ー
・
サ
ト

ラ
ー
博
士
︵
ロ
ー
ラ
・
ダ
ー
ン
︶

は
こ
の
現
象
の
背
後
に
は
何

か
の
企
み
が
あ
る
と
察
知
。

イ
タ
リ
ア
で
恐
竜
の
保
護
地

区
を
管
理
す
る
遺
伝
子
研
究

会
社
バ
イ
オ
シ
ン
・
ジ
ェ
ネ

テ
ィ
ッ
ク
ス
社
を
怪
し
い
と

に
ら
み
、
昔
の
仲
間
で
古
生

物
学
者
の
グ
ラ
ン
ト
博
士
︵
サ

ム
・
ニ
ー
ル
︶
と
共
に
イ
タ

リ
ア
北
東
部
の
山
地
ド
ロ
ミ

ー
テ
ィ
に
あ
る
バ
イ
オ
シ
ン

本
部
で
へ
と
向
か
う
。

　

﹁
ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
・
パ
ー
ク
﹂

シ
リ
ー
ズ
の
グ
ラ
ン
ト
、
サ

ト
ラ
ー
、マ
ル
コ
ム
︵
ジ
ェ
フ
・

ゴ
ー
ル
ド
ブ
ラ
ム
︶
の
三
博

士
の
再
登
場
は
一
作
目
で
初

め
て
見
た
﹁
恐
竜
の
世
界
﹂

の
感
動
を
一
瞬
呼
び
起
こ
し

て
く
れ
る
も
の
の
、
ス
ケ
ッ

チ
的
な
人
間
と
恐
竜
の
攻
防

が
あ
ち
こ
ち
に
入
り
物
語
の

全
体
像
が
ぼ
や
け
る
。
監
督

は
コ
リ
ン
・
ト
レ
ヴ
ォ
ロ
ウ
。

2
時
間
27
分
。
Ｐ
Ｇ
13
。︵
明
︶

Jurassic World:  
Dominion

PH
O

TO
 :  U

niversal Studios

 

動
画
予
告
編

 

デ
ジ
タ
ル
版www.nyseikatsu.com

で
右
の
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
動

画
で
予
告
編
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

脅
威
な
る
未
知
の
世
界

 ■上映館■
AMC Lincoln Square 13

1998 Broadway
Regal E-Walk Stadium 13 & RPX

247 W. 42nd St.
AMC Empire 25

234 West 42nd St.
AMC 84th Street 6

2310 Broadway

オーウェンらは恐竜の保護活動を続ける

 EVENT　 
■第 53 回 NYC プライドマーチ＝ 6/26　12:00（Start 
from 5th Ave.at 25th St.）世界最大級のプライドマー
チが今年は開催される。フロートやマーチングバン
ドを始め、世界中から派手な衣装をまとった多くの
グループが参加する。街中にレインボーが飾られ、
夜はエンパイアステートビルも虹色にライトアップ
される。
詳細は https://www.nycpride.org
■第 46 回メーシーズ独立記念日花火大会＝ 7/4　
20:00　今年は通常通りにイーストリバーで行われ
る NY の夏の風物詩。エンターテイメントは米国陸
軍音楽隊＆ソルジャーズコーラスの他、人気アー
ティストが登場する。花火は日没後 21 時半ごろか
ら、川に浮かぶ 5 艘の船から打ち上げられる。ライ
ブ中継は NBC 局。
詳細は https://www.macys.com/social/fi reworks/

MUSIC
■フジコ・ヘミング、ピアノリサイタル＝ 7/23　
15:00　Carnegiehall（57th St. ＆ 7th Ave.）アルバ
ム『奇蹟のカンパネラ』のミリオンセラーで知ら
れるピアニスト、フジコ・ヘミングさんのリサイ
タル。ショパン、ドビュッシー、リストの作品を演
奏する。入場料：$35 〜 $45　詳細は https://www.
carnegiehall.org/

THEATRE/DANCE
■ブライアントパーク・ムービーナイト＝ 8/15
までの毎週月曜　20:00　Bryant Park（Corner of 

42nd St. & 6th Ave.）ビルに囲まれた公園内の芝生
エリアでピクニックをしながら映画を楽しめる、夏
の人気無料イベント。会場は午後５時から入場可。
上映作品は、6/27 ヘアスプレー、7/4 ミッション 
インポッシブル／ローグ・ネイション、7/11 ウェ
インズ・ワールド２、7/18 スクリーム２、7/25 ビ
バリーヒルズ・コップ２。　
詳細は https://bryantpark.org/
■サマー・フォー・ザ・シティ＝ 7/13 〜 7/30　リ
ンカーンセンターの夏の祭典の一環で行われる無料
の野外映画上映会。会場は先着順、予約不要。上
映作品は、7/13 ブエナビスタ・ソーシャルクラブ、
7/14 ミステリートレイン、7/15 ローリング・ストー
ンズ・イン・ギミー・シェルター、7/16 ハッピー・トゥ
ギャザー（邦題：ブエノスアイレス）、7/21 パリは
燃えているか、7/22 バンデット Q、7/23 ぼくの伯
父さんの休暇（Monsieur Hulot’s Holiday）、7/29
ゴジラ、7/30 ゴジラの逆襲。

詳細は https://summerforthecity.org/

ART
　

■宮本和子展覧会「宮本和子：挑む線」＝ 7/10 ま
で　Japan Society（333 E 47th St.）60 年代に男性
を中心に発展を遂げていたミニマリズム運動に風穴
を開け、貢献した宮本の美術機関での世界初となる
個展。入場料：一般 $12、学生・シニア $10、JS
会員無料。
詳細は https://www.japansociety.org
■大河原典子個展＝ 7/16 まで　郷さくらギャラ
リー NY（501 W 20th St.）日本画家、大河原の日
本国外での初となる作品展。金箔を使用した植物画
作品を中心に大小さまざまな 15 点を展示する。入
場無料。日・月は休廊。
詳細は https://www.satosakuragallery.
■ バ ン ク シ ー 展 覧 会「Banksy: Building Castles 
in the Sky」 ＝ 9/5 ま で　The former International 
Center of Photography Museum（250 Bowery 
Street）『風船と少女』『ギャングスタ・ラット』『ラ
バーダック』などの代表作も展示。入場料：大人
$31.50、シニア・学生 $22.50、子供（2 〜 13 歳）
$13.50、ファミリーパス $21。
詳細は https://www.newyorkbanksy.comcomorgor

　

３
Ｄ
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
松
下
竜

也
が
、
27
日
︵
月
︶
ま
で
チ
ェ

ル
シ
ー
に
あ
る
ス
タ
ジ
オ
９

Ｄ
︵
西
26
丁
目
５
０
８
番
地
９

Ｄ
号
室
︶
で
開
催
さ
れ
て
い
る

グ
ル
ー
プ
展
﹁R

elief

﹂
に
参

加
し
て
い
る
。﹁
創
作
の
感
情

的
な
側
面
だ
け
で
な
く
、
物
理

的
な
側
面
か
ら
見
た
構
図
と
逃

避
、
構
造
と
感
情
的
な
反
応
な

ど
概
念
の
共
存
を
認
め
、
自
己

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
見

出
す
た
め
の
作
品
﹂
を
出
品
し

た
と
言
う
。
参
加
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
は
松
下
の
ほ
か
、
ジ
ャ
ン
・

デ
ィ
ッ
キ
ー
、ム
ラ
イ
ヒ
メ
カ
、

マ
ー
ク
・
フ
ェ
ラ
ー
ロ
。

　

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
正

午
か
ら
午
後
６
時
。
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
25
日

︵
土
︶
午
後
５
時
か
ら
８
時
ま

で
。
詳
細
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

︵@
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U

D
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︶

を
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す
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https://www1.nyc.gov/assets/dsny/site/home



